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注記)

1.コンクリートの設計基準強度はσck=30N/mm2と
　し、鉄筋はSD345を使用する。
2.本図の既設構造物の基準寸法・部材寸法などは、
　すべてしゅん功図面を基に作図を行っている。
3.施工に際しては現地計測を行い、実測結果を反
　映のこと。
4.既設コンクリート表面には、新旧コンクリート
　の付着性をよくするため、ＷＪシステムによる

鉄筋曲げ加工表

L

θ

L

φ

θ≦90°

R

a

L=2L-a

L

φ

θ＞90°

R

8672

10－D16×86703
S

2
64

458

31－D22×8301
S

7
37

138

9
94 4
80

7
37

62－D16×15702
S

鉄 筋 表
符号 径 長さ（mm） 本数 質量（kg） 摘要

θ

a

L

5

4

3

a

θ=90°

L

89 25

75

61 17

21

θ=135°

82

69

56

a LR=5.5φ
θ＞90°

104.5

88

71.5

141

L

96

a

θ=45°

134

113

92

119

R=3.0φ
θ≦90°

D19

D16

D13

径

57

48

39

7

6

9

8

37137

118 32

49179

41151

125

108

164

138

159.5

137.5

209

176

205

177

215

185

269

226

281

237

114

D29

D25

D38

D32

87

75

96

D22 155121 16466 28104 95 5

845165 151192.5 247 260D35 105

104

R=66

アンカー筋

組立筋

組立筋

アンカー筋

S
3 D16

5.アンカー削孔前に鉄筋探査を行い、既設鉄筋を
　避けて施工のこと。

　表面処理を施すこと。
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注記)

1.コンクリートの設計基準強度はσck=30N/mm2と
　し、鉄筋はSD345を使用する。
2.本図の既設構造物の基準寸法・部材寸法などは、
　すべてしゅん功図面を基に作図を行っている。
3.施工に際しては現地計測を行い、実測結果を反
　映のこと。
4.既設コンクリート表面には、新旧コンクリート
　の付着性をよくするため、ＷＪシステムによる

5.アンカー削孔前に鉄筋探査を行い、既設鉄筋を
　避けて施工のこと。

　表面処理を施すこと。
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落橋防止構造

C1-1295

落橋防止構造

C1-1295

落橋防止構造規格表

設計水平力(1基あたり) 1295kN

設計移動量 583mm

落橋防止構造は、上記性能を有する製品を使用することとし、この姿図は参考とする。

落橋防止構造仕様

落橋防止構造 C1-1295

注記）

3. 現橋の調査・計測を元に構造物の形状を変更する場合は
   必要に応じて応力計算を行うこと。

   最終的に決めてから行うこと。
2. 鋼材の加工は現橋の調査・計測を行い構造物の形状を
1. 既設構造物の寸法は現地にて再計測の上施工を行うこと。
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*2 端末ﾘﾝｸの防錆仕様はHDZT77とする。

1000kN 【7リンクワイド】
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*1 調整ﾘﾝｸﾞの溶接は全周隅肉溶接とする。

*3 製品計算重量: 248.9 kgf
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 6-Washer  M39(SS400)

 6-Anc Bolt D41×730(SD345)

 2-Rib. Pl 240×22×220

 1-Top. Pl 497×40×720(SM490YB)
 1-Base.Pl 620×22×750
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 6-Anc Bolt D41×730(SD345)
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1．特記なき鋼材の材質は全てSM400Aとする。

4．アンカーボルトを配置する際には鉄筋探査を行い、

3．部材は、全て溶融亜鉛メッキ仕上げとする。

　 既設部の鉄筋に干渉しないように注意すること。

注記）

   付着量は、JIS H8641 HDZT77とする。

   ただし、ボルト･ナット類はHDZT49とする。

5．施工に先だち現場実測を行い寸法変更の際、必要で

   あれば応力計算を行い、安全性を確保すること。

2．特記なきスカーラップはR50とする。

(参考図)

落橋防止構造 C1-1295

※アンカーボルトはネジ切り部のみ溶融亜鉛めっきを施すものとする。

※アンカーボルトはネジ切り部のみ溶融亜鉛めっきを施すものとする。

6．ブラケット設置箇所はチッピングを行う。

ブラケット全周
シール材

ブラケット全周
シール材

常磐自動車道

田野高架橋耐震補強工事

図面の種類

縮      尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図示 図面番号 /

大日本ダイヤコンサルタント株式会社

数沢川橋(上り線)

A1橋台 落橋防止構造C 構造図(その2)

東日本高速道路株式会社　関東支社

水戸管理事務所
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数沢川橋(上り線) P1橋脚(終点側) 落橋防止構造P 構造図(その1) S=1:125
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常磐自動車道

田野高架橋耐震補強工事

図面の種類

縮      尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

1:125 図面番号 /

大日本ダイヤコンサルタント株式会社

数沢川橋(上り線)

東日本高速道路株式会社　関東支社

水戸管理事務所

注記）

3. 現橋の調査・計測を元に構造物の形状を変更する場合は
   必要に応じて応力計算を行うこと。

   最終的に決めてから行うこと。
2. 鋼材の加工は現橋の調査・計測を行い構造物の形状を
1. 既設構造物の寸法は現地にて再計測の上施工を行うこと。
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3. 現橋の調査・計測を元に構造物の形状を変更する場合は
   必要に応じて応力計算を行うこと。

   最終的に決めてから行うこと。
2. 鋼材の加工は現橋の調査・計測を行い構造物の形状を
1. 既設構造物の寸法は現地にて再計測の上施工を行うこと。

4. 特記なき材質は全てSM490YBとする。

 　新設φ26.5とする。

5.　 印はTCB M22(S10T)を示し、ボルト孔は既設φ24.5

  　 印はMUTF M24(高力ワンサイドボルト)を示し、

 　ボルト孔は既設φ26.0 新設φ26.5とする。
6.　   印はフィラープレートを示す。

7.　  印のTCB M22(S10T)は頭側にも座金を用いるものとする。
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大日本ダイヤコンサルタント株式会社

数沢川橋(上り線)

東日本高速道路株式会社　関東支社

水戸管理事務所
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数沢川橋(上り線) P1橋脚(終点側) 落橋防止構造P 構造図(その3) S=1:25
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3. 現橋の調査・計測を元に構造物の形状を変更する場合は
   必要に応じて応力計算を行うこと。

   最終的に決めてから行うこと。
2. 鋼材の加工は現橋の調査・計測を行い構造物の形状を
1. 既設構造物の寸法は現地にて再計測の上施工を行うこと。

4. 特記なき材質は全てSM490YBとする。

 　新設φ26.5とする。

5.　 印はTCB M22(S10T)を示し、ボルト孔は既設φ24.5

  　 印はMUTF M24(高力ワンサイドボルト)を示し、

 　ボルト孔は既設φ26.0 新設φ26.5とする。
6.　   印はフィラープレートを示す。

7.　  印のTCB M22(S10T)は頭側にも座金を用いるものとする。
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数沢川橋(上り線) P1橋脚(終点側) 落橋防止構造P 構造図(その4) S=1:25

落橋防止構造 P1-3055

2．特記なき材質は、全てSM490Aとする。
3．スカーラップは、50Rとする。

　 寸法を変更する場合は、必要に応じて応力計算を行うこと。
　 うえ行うものとする。
1．工場製作は、アンカーボルト削孔位置等、現場実測確認の

　 但しボルト・ナット類は、HDZT49とする。
5．アンカーボルトは、接着系アンカーとする。
　 ネジ切り部は、溶融亜鉛めっき仕上げとする。

注記）

4．部材は、全て溶融亜鉛めっき仕上げとする。
　 亜鉛の膜厚は、JIS H 8641 HDZT77とする。
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6．鋼製ブラケット設置箇所はチッピングを行う。

ブラケット全周
シール材

常磐自動車道

田野高架橋耐震補強工事

図面の種類

縮      尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図示 図面番号 /

大日本ダイヤコンサルタント株式会社

数沢川橋(上り線)

東日本高速道路株式会社　関東支社

水戸管理事務所
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1.連結ケーブルの製作は、現場にて取付間
注記)

　距離を確認のうえ、おこなうこと。

数沢川橋(上り線) P1橋脚(終点側) 落橋防止構造P 構造図(その5) (参考図) S=1:25

S45C;亜鉛めっき(HDZT77)1ナット

緩衝具

偏向具

異型鋼製キャップ L=1200

個

個

個

組

1

1

1

ポリエチレン

SS400相当品;亜鉛めっき(HDZT77) + 合成ゴム

M16x55 1W付 本 16 SS400相当品;亜鉛めっき(HDZT49) 接着剤付

連結ケーブル A-A断面図 S=1:3

90

200 248

75
50 2
48

75

16-M16(深さ25)
(インサート)

分割位置

15C

偏 向 具
(ポリエチレン)

ブラケットピン
(SCM435:DMコート)

123 488 123

734

φ
1
10

φ
1
40

止めナット
(S45C:亜鉛めっき)

アイバー
(S45C:亜鉛めっき)

フォークエンド
(S45C:亜鉛めっき)

φ
1
30

22 184

エンドピン

1
30

止めプレート
(SS400相当品:亜鉛めっき)

22

φ
1
20

ワッシャー
(SS400相当品:亜鉛めっき)

205 16

117

2-M12
(六角穴付ボルト)

(ピン+止めプレート)

(SCM435:DMコート)
ピン

本連結ケーブル

材 料 表（落橋防止構造1組当たり）

1

全2組

単位 数量 摘　　　　　要規　　　　格名　　　称

個 2

本 1 ポリエチレン　<ケーブルに組込>

L=11648mm<11717mm>

標準

2400mm

下部工側 上部工側

(取付ボルト)

(マンション)

(ガイドパイプ)
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個

本

個
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SCM435,ダクロダイズド処理,DMコート
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SCM435,ダクロダイズド処理,DMコート

ワッシャー 個 SS400相当品,亜鉛めっき(HDZT77)

1

1

1

1

2

2

個 SS400相当品,亜鉛めっき(HDZT77)1

(ピン)

(止めプレート)

連結ケーブル全長　L=11648 <11717>
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φ
1
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3020

6202400

400

マンション
(SCM435;溶射処理)

ガイドパイプ
(ポリエチレン)

マンション
(SCM435;溶射処理)

被覆材
(ポリエチレン樹脂)

保護チューブ
(t=2)

保護チューブ
(t=2) (19xφ12.7) (ポリエチレン樹脂)

63.5

83.5

(19xφ12.7)

被覆材

防錆油

A

A

緩 衝 具
(支圧板+緩衝パッキン)
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1
17 2
52

4
50

支圧板(SS400相当品:亜鉛めっき)

緩衝パッキン(合成ゴム)
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3
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2
33 80

φ
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φ
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1
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48

1
80

φ
1
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φ
1
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φ
1
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ナット
(S45C:亜鉛めっき)

171 102

1
97

六角穴付止めねじ
(M10)

171 102

1
97

六角穴付止めねじ
(M10)

50

4取付ボルト･Uナット 本 SS400相当品;亜鉛めっき(HDZT49)M16x70 2W付

11648 <11717>

11192 <11261>

上部工側

取付詳細図

1046

145 300 19102 14238300

スプリング(WS用)

止めプレート(WS用)

マンション

ナット

取付ボルト･Uナット

429
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329

下部工側

連結ケーブル

ブラケットピン

止めナット

ワッシャー

φ
1
45

450

φ
2
50

（製作長）

φ13

止めプレート(WS用)
(SS400相当品:亜鉛めっき)

スプリング(WS用)
(SW-C:亜鉛めっき,ｸﾛﾒｰﾄ処理)

13

13

270 38

2
70

2
52

1
48

1
17

中間プレート
(SS400相当品:亜鉛めっき)

19

13

1
48

1
17

200

2
00

5
30

20
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4
90

530

49020 20

4-φ18

9

1200

9

φ
5
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6
.4

6
.4

150

9

1032

φ
3
1
8.
5

6
6

異型鋼製キャップ
(SS400,STK400:亜鉛めっき)

L=450

個

個

1

2

SS400相当品;亜鉛めっき(HDZT77)

SW-C;亜鉛めっき,クロメート処理

止めプレート(WS用)

スプリング(WS用)

中間プレート 個 1 SS400相当品;亜鉛めっき(HDZT77)

PC鋼より線,亜鉛めっき仕様,ポリエチレン被覆

SCM435,亜鉛アルミ溶射,ねじきり標準　<ケーブルに組込>

亜鉛めっき仕様
PC鋼より線

亜鉛めっき仕様
PC鋼より線

SS400,STK400;亜鉛めっき(HDZT77,t=6以下HDZT70) ゴムパッキン付異型鋼製ｷｬｯﾌﾟ

中間プレート

フォークエンド

エンドピン

マンション

アイバー

偏向具

緩衝具

落橋防止構造 P1-3055

注）< >内は、AGR桁を示す。

常磐自動車道

田野高架橋耐震補強工事

図面の種類

縮      尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図示 図面番号 /

大日本ダイヤコンサルタント株式会社

数沢川橋(上り線)

東日本高速道路株式会社　関東支社

水戸管理事務所
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1

正 面 図
側 面 図
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2240kN

設計遊間量 600mm

落橋防止構造は、上記性能を有する製品を使用することとし、この姿図は参考とする。

落橋防止構造仕様

落橋防止構造規格表

設計水平力(1基あたり)

落橋防止構造

P1-2240

数沢川橋(上り線) P3橋脚(起点側) 落橋防止構造P 構造図(その1) S=1:125

落橋防止構造 P1-2240

4
00

1
2°

15
'2
2"

1
2°

16
'5
2"

1
90
0.
8

8829

8889

552

552

11313<11373>
11763<11823>

注) < >内は、AGR桁を示す。

常磐自動車道

田野高架橋耐震補強工事

図面の種類

縮      尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

1:125 図面番号 /

大日本ダイヤコンサルタント株式会社

数沢川橋(上り線)

東日本高速道路株式会社　関東支社

水戸管理事務所

注記）

3. 現橋の調査・計測を元に構造物の形状を変更する場合は
   必要に応じて応力計算を行うこと。

   最終的に決めてから行うこと。
2. 鋼材の加工は現橋の調査・計測を行い構造物の形状を
1. 既設構造物の寸法は現地にて再計測の上施工を行うこと。
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数沢川橋(上り線) P3橋脚(起点側) 落橋防止構造P 構造図(その2) S=1:25

落橋防止構造 P1-2240

注記）

3. 現橋の調査・計測を元に構造物の形状を変更する場合は
   必要に応じて応力計算を行うこと。

   最終的に決めてから行うこと。
2. 鋼材の加工は現橋の調査・計測を行い構造物の形状を
1. 既設構造物の寸法は現地にて再計測の上施工を行うこと。

4. 特記なき材質は全てSM490YBとする。

 　新設φ26.5とする。

5.　 印はTCB M22(S10T)を示し、ボルト孔は既設φ24.5

  　 印はMUTF M24(高力ワンサイドボルト)を示し、

 　ボルト孔は既設φ26.0 新設φ26.5とする。
6.　   印はフィラープレートを示す。

7.　  印のTCB M22(S10T)は頭側にも座金を用いるものとする。
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常磐自動車道

田野高架橋耐震補強工事

図面の種類

縮      尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

1:25 図面番号 /

大日本ダイヤコンサルタント株式会社

数沢川橋(上り線)

東日本高速道路株式会社　関東支社

水戸管理事務所
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数沢川橋(上り線) P3橋脚(起点側) 落橋防止構造P 構造図(その3) S=1:25

落橋防止構造 P1-2240

注記）

3. 現橋の調査・計測を元に構造物の形状を変更する場合は
   必要に応じて応力計算を行うこと。

   最終的に決めてから行うこと。
2. 鋼材の加工は現橋の調査・計測を行い構造物の形状を
1. 既設構造物の寸法は現地にて再計測の上施工を行うこと。

4. 特記なき材質は全てSM490YBとする。

 　新設φ26.5とする。

5.　 印はTCB M22(S10T)を示し、ボルト孔は既設φ24.5

  　 印はMUTF M24(高力ワンサイドボルト)を示し、

 　ボルト孔は既設φ26.0 新設φ26.5とする。
6.　   印はフィラープレートを示す。

7.　  印のTCB M22(S10T)は頭側にも座金を用いるものとする。
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フィラープレート詳細図

下フランジ側
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フィラープレート詳細図
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9-φ26.5孔 6-φ26.5孔 3-φ26.5孔

3-φ26.5孔

1-PL  1990x22x305

66-ワンサイドボルト MUTF24-75(SCM440)

1-PL  295x22x305

1-PL  325x22x305

ブラケット1基当り(製作数:1基)

1-Fill PL 215x14x2120 (SS400)

1-Fill PL 215x14x435  (SS400)

1-Fill PL 215x14x365  (SS400)

1-PL  215x22x365

4-PL  178x22x295

1-PL  215x22x435

1-PL  215x22x2120

1-Fill PL 295x36x260  (SS400)

1-Fill PL 175x36x260  (SS400)

2-Fill PL 90x40x260  (SS400)

1-Fill PL 1840x36x260  (SS400)

48-φ26.5孔
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7

側 面 図

主桁下フランジ

主構外側
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40
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φ26.0x66箇所
現場孔明け工

14
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113

113

フィラープレート フィラープレート

1
1～

14

5
30

常磐自動車道

田野高架橋耐震補強工事

図面の種類

縮      尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

1:25 図面番号

大日本ダイヤコンサルタント株式会社

数沢川橋(上り線)

東日本高速道路株式会社　関東支社

水戸管理事務所
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鋼製ブラケット詳細図

ブラケット1基当り(製作数:2基)

2-PL 411x25x487

2-PL 516x25x730

4-PL 260x22x166

2-PL 260x22x348

1-PL 760x22x760

12-Anc Bolt D51x1060(SD345)

12-1種 Nut  M48用 (SS400)

12-3種 Nut  M48用 (SS400)

12-Washer   M48用 (SS400)

7
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7
60

7
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80 80
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3
00
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00
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3
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1
81

15
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168 22 380 22 168
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22 516
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1
66
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3
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1
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15
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7
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15
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1
16

1
68

22
3
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22
1
68

R266

R246

25
25

2 - 21 - 1

3 - 3

1

1

3 3

2

2

4 4

7
60

260

15
7
30

15

1
68

22
3
80

22
1
68

∅133

4 - 4

4
87

411

3@200=600

250

3
30

35

FP

FP

FP

12-φ53

8

1060

埋込長930 130

削孔長 940

樹脂パテ材エポキシ樹脂注入
(t=5mm)

ワッシャー(M48用) 3種ナット(M48用)

1種ナット(M48用)

ネジ切り長（溶融亜鉛メッキ範囲）

150

5

22

75 28

アンカーボルト詳細図 S=1:5

※アンカーボルトはネジ切り部のみ溶融亜鉛めっきを施すものとする。

数沢川橋(上り線) P3橋脚(起点側) 落橋防止構造P 構造図(その4) S=1:25

落橋防止構造 P1-2240

2．特記なき材質は、全てSM490Aとする。
3．スカーラップは、50Rとする。

　 寸法を変更する場合は、必要に応じて応力計算を行うこと。
　 うえ行うものとする。
1．工場製作は、アンカーボルト削孔位置等、現場実測確認の

　 但しボルト・ナット類は、HDZT49とする。
5．アンカーボルトは、接着系アンカーとする。
　 ネジ切り部は、溶融亜鉛めっき仕上げとする。

注記）

4．部材は、全て溶融亜鉛めっき仕上げとする。
　 亜鉛の膜厚は、JIS H 8641 HDZT77とする。

M
48

削
孔
径

φ
61

D
51

6．鋼製ブラケット設置箇所はチッピングを行う。

ブラケット全周
シール材

常磐自動車道

田野高架橋耐震補強工事

図面の種類

縮      尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図示 図面番号 /

大日本ダイヤコンサルタント株式会社

数沢川橋(上り線)

東日本高速道路株式会社　関東支社

水戸管理事務所
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1.連結ケーブルの製作は、現場にて取付間
注記)

　距離を確認のうえ、おこなうこと。

連結ケーブル A-A断面図 S=1:3 ナット
(S45C:亜鉛めっき)

緩 衝 具
(支圧板+緩衝パッキン)

偏 向 具
(ポリエチレン)

連結ケーブル全長　L=11763<11823>

600

320

φ
1
03

2900

6002300

320

ガイドパイプ
(ポリエチレン)

(19xφ12.4)

被覆材
(ポリエチレン樹脂)

保護チューブ
(t=2)

保護チューブ
(t=2)

62

82

防錆油

(ポリエチレン樹脂)

(19xφ12.4)

被覆材

A

A

80150

1
73

六角穴付止めねじ
(M10)

340

13

5045

1
10 2
42

3
40

支圧板(SS400相当品:亜鉛めっき)

緩衝パッキン(合成ゴム)

90

190 238

50
70

70

2
38

16-M16(深さ25)
(インサート)

分割位置

15C

S45C;亜鉛めっき(HDZT77)1ナット

緩衝具

偏向具

個

個

個

1

1 ポリエチレン

SS400相当品;亜鉛めっき(HDZT77) + 合成ゴム

M16x55 1W付 本 16 SS400相当品;亜鉛めっき(HDZT49) 接着剤付

材 料 表（落橋防止構造1組当たり）

本連結ケーブル 1

全2組

単位 数量 摘　　　　　要規　　　　格名　　　称

個 2

本 1 ポリエチレン　<ケーブルに組込>

L=11763mm<11823mm>

標準

2300mm

(取付ボルト)

(マンション)

(ガイドパイプ)

ブラケットピン

アイバー

フォークエンド

止めナット

個

本

個

個

エンドピン 本

S45C,亜鉛めっき(HDZT77)

S45C,亜鉛めっき(HDZT77)

S45C,亜鉛めっき(HDZT77)

SCM435,ダクロダイズド処理,DMコート

ワッシャー 個 SS400相当品,亜鉛めっき(HDZT77)

1

1

1

1

2

2

個 SS400相当品,亜鉛めっき(HDZT77)1

(ピン)

(止めプレート)

SCM435,ダクロダイズド処理,DMコート

50

ブラケットピン
(SCM435:DMコート)

110 448 110

668

φ
1
10

φ
1
30

止めナット
(S45C:亜鉛めっき)

570

3
44

104 294 172

2
08 70

φ
108

φ
133

アイバー
(S45C:亜鉛めっき) (S45C:亜鉛めっき)

フォークエンド

φ
1
60

578

162 209 207

2
70

45
74

45

1
64

φ
1
60

φ
1
03

φ
1
03

46

φ108

578

155 92

1
79

ワッシャー
(SS400相当品:亜鉛めっき)

185 14

117 1-M10

六角穴付止めねじ
(M10)

φ
1
15

22 168

エンドピン

1
15

止めプレート
(SS400相当品:亜鉛めっき)

22

φ
1
05

2-M12
(六角穴付ボルト)

(ピン+止めプレート)

(SCM435:DMコート)
ピン

取付詳細図

11313<11373>

11763<11823>

上部工側

1002

145 300 19 80 12038300

スプリング(WS用)

止めプレート(WS用)

マンション

ナット

取付ボルト･Uナット

下部工側

連結ケーブル

416

158

294

ワッシャー

ブラケットピン

止めナット

450

φ
1
36

φ
2
40

（製作長）

φ13

13

13

260 38

2
602
42

1
39

1
10

中間プレート
(SS400相当品:亜鉛めっき)

175

1
39

1
10 1
75

19

13

止めプレート(WS用)
(SS400相当品:亜鉛めっき)

スプリング(WS用)
(SW-C:亜鉛めっき,ｸﾛﾒｰﾄ処理)

20

20

20

430

390

4
30

3
90

20

4-φ18

99 150

6
.4

φ
4
0
6.
4

6
.4

9

982

6

φ
3
1
8.
5

6

1150

異型鋼製キャップ
(SS400,STK400:亜鉛めっき)

L=450

個

個

1

2

SS400相当品;亜鉛めっき(HDZT77)

SW-C;亜鉛めっき,クロメート処理

止めプレート(WS用)

スプリング(WS用)

中間プレート 個 1 SS400相当品;亜鉛めっき(HDZT77)

4

異型鋼製キャップ

取付ボルト･Uナット

個

本

1

SS400相当品;亜鉛めっき(HDZT49)M16x65 2W付

L=1150

PC鋼より線,亜鉛めっき仕様,ポリエチレン被覆

SCM435,亜鉛アルミ溶射,ねじきり標準　<ケーブルに組込>

亜鉛めっき仕様
PC鋼より線

亜鉛めっき仕様
PC鋼より線

マンション
(SCM435;溶射処理)

マンション
(SCM435;溶射処理)

SS400,STK400;亜鉛めっき(HDZT77,t=6以下HDZT70) ゴムパッキン付

異型鋼製ｷｬｯﾌﾟ

中間プレート

フォークエンド

アイバー

エンドピン

マンション 偏向具

緩衝具

数沢川橋(上り線) P3橋脚(起点側) 落橋防止構造P 構造図(その5) (参考図) S=1:25

落橋防止構造 P1-2240

注）< >内は、AGR桁を示す。

常磐自動車道

田野高架橋耐震補強工事

図面の種類

縮      尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図示 図面番号 /

大日本ダイヤコンサルタント株式会社

数沢川橋(上り線)

東日本高速道路株式会社　関東支社

水戸管理事務所
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落橋防止構造

C1-785

正面図

平面図
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9816

TYPE-2 TYPE-1 TYPE-3TYPE-1

6x125
=750

5050

850

側面図

320600

920896

P3橋脚

A2

2
80

3
00

3
00

55 55 55

4
35

770

1182

2
55

950600

15505250642

G1 G2 G3 G4 G5

数沢川橋(上り線) A2橋台 落橋防止構造C 構造図(その1) S=1:75

88°
51'4"

88°
51'4"

88°
51'4"

88°
51'4"

（移動可能量）

461

常磐自動車道

田野高架橋耐震補強工事

図面の種類

縮      尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

1:75 図面番号 /

大日本ダイヤコンサルタント株式会社

数沢川橋(上り線)

A2橋台 落橋防止構造C 構造図(その1)

東日本高速道路株式会社　関東支社

水戸管理事務所

785kN

設計移動量 461mm

落橋防止構造は、上記性能を有する製品を使用することとし、この姿図は参考とする。

落橋防止構造仕様

落橋防止構造

C1-785

落橋防止構造

C1-785

落橋防止構造規格表

設計水平力(1基あたり)

落橋防止構造 C1-785

注記）

3. 現橋の調査・計測を元に構造物の形状を変更する場合は
   必要に応じて応力計算を行うこと。

   最終的に決めてから行うこと。
2. 鋼材の加工は現橋の調査・計測を行い構造物の形状を
1. 既設構造物の寸法は現地にて再計測の上施工を行うこと。
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M27 1種ナット

M27 3種ナット
M27

アンカー径　　

削孔径　　　　

5

樹脂注入

不陸調整材

アンカーボルト詳細図 S=1:12.5

(上部工)
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22 22

樹脂パテ材(t=5mm程度)
不陸調整
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B - B

 4-Rib. Pl  120×22× 458

 1-Top. Pl  301×32× 820
 1-Base.Pl  850×22×1070

 4-Rib. Pl  120×22× 462

14-1種 Nut M27(SS400)
14-Anc Bolt D29×525(SD345)

14-3種 Nut M27(SS400)
14-Washer  M27(SS400)

製作数：2基

 1-Top. Pl  303×32× 820
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不陸調整

30 466

496

30432

462

58 32

122

32

2
50

74

3
24

3
033
01

D - D

 4-Rib. Pl  120×22× 498

 1-Top. Pl  301×32× 820
 1-Base.Pl  850×22×1110

 4-Rib. Pl  120×22× 462

14-1種 Nut M27(SS400)
14-Anc Bolt D29×525(SD345)

14-3種 Nut M27(SS400)
14-Washer  M27(SS400)

製作数：1基

 1-Top. Pl  303×32× 820
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上部工付ブラケット
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樹脂パテ材(t=5mm程度)
不陸調整

 4-Rib. Pl  120×22× 458

 1-Top. Pl  301×32× 820
 1-Base.Pl  850×22×1110

 4-Rib. Pl  120×22× 502

14-1種 Nut M27(SS400)
14-Anc Bolt D29×525(SD345)

14-3種 Nut M27(SS400)
14-Washer  M27(SS400)

製作数：1基

 1-Top. Pl  303×32× 820

E E
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6x125=750 50
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F

上部工付ブラケット
TYPE-3 

30 426
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30472
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F - F
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2 0
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5

F.P. 

F.P. F.P. 
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5

88°
51'4"

A

C C

数沢川橋(上り線) A2橋台 落橋防止構造C 構造図(その2) S=1:25

88°
51'4"

1．特記なき鋼材の材質は全てSM490YBとする。

4．アンカーボルトを配置する際には鉄筋探査を行い、

3．部材は、全て溶融亜鉛メッキ仕上げとする。

　 既設部の鉄筋に干渉しないように注意すること。

注記）

   付着量は、JIS H8641 HDZT77とする。

   ただし、ボルト･ナット類はHDZT49とする。

5．施工に先だち現場実測を行い寸法変更の際、必要で

   あれば応力計算を行い、安全性を確保すること。

2．特記なきスカーラップはR50とする。

落橋防止構造 C1-785

※アンカーボルトはネジ切り部のみ溶融亜鉛めっきを施すものとする。 6．ブラケット設置箇所はチッピングを行う。

常磐自動車道

田野高架橋耐震補強工事

図面の種類

縮      尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図示 図面番号 /

大日本ダイヤコンサルタント株式会社

数沢川橋(上り線)

A2橋台 落橋防止構造C 構造図(その2)

東日本高速道路株式会社　関東支社

水戸管理事務所
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アンカーボルト詳細図 S=1:12.5

(下部工)

ピン詳細
ブロック型ゴム被覆チェーン

500kN 【7リンクワイド】
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4
94

*2 端末ﾘﾝｸの防錆仕様はHDZT77とする。
*1 調整ﾘﾝｸﾞの溶接は全周隅肉溶接とする。

*3 製品計算重量: 90.3 kgf
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鋼製ブラケット
TYPE-B 

 6-1種 Nut M30(SS400)
 6-3種 Nut M30(SS400)
 6-Washer  M30(SS400)

 6-Anc Bolt D32×580(SD345)
 4-Rib. Pl 130×22×154
 2-Top. Pl 302×32×680
 1-Base.Pl 460×22×710
製作数：1基

数沢川橋(上り線) A2橋台 落橋防止構造C 構造図(その3) S=1:25

"a" "a"

1．特記なき鋼材の材質は全てSM490YBとする。

4．アンカーボルトを配置する際には鉄筋探査を行い、

3．部材は、全て溶融亜鉛メッキ仕上げとする。

　 既設部の鉄筋に干渉しないように注意すること。

注記）

   付着量は、JIS H8641 HDZT77とする。

   ただし、ボルト･ナット類はHDZT49とする。

5．施工に先だち現場実測を行い寸法変更の際、必要で

   あれば応力計算を行い、安全性を確保すること。

2．特記なきスカーラップはR50とする。

(参考図)

落橋防止構造 C1-785

※アンカーボルトはネジ切り部のみ溶融亜鉛めっきを施すものとする。

6．ブラケット設置箇所はチッピングを行う。

ブラケット全周
シール材

ブラケット全周
シール材

常磐自動車道

田野高架橋耐震補強工事

図面の種類

縮      尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図示 図面番号 /

大日本ダイヤコンサルタント株式会社

数沢川橋(上り線)

A2橋台 落橋防止構造C 構造図(その3)

東日本高速道路株式会社　関東支社

水戸管理事務所
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注記）

3. 現橋の調査・計測を元に構造物の形状を変更する場合は
   必要に応じて応力計算を行うこと。

   最終的に決めてから行うこと。
2. 鋼材の加工は現橋の調査・計測を行い構造物の形状を
1. 既設構造物の寸法は現地にて再計測の上施工を行うこと。

図面の種類

縮      尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図　示 図面番号

大日本ダイヤコンサルタント株式会社

常磐自動車道

田野高架橋耐震補強工事

/

東日本高速道路株式会社　関東支社

水戸管理事務所

4. 鋼製ブラケット（ダンパー取付兼用）の詳細は
   制震構造詳細図を参照のこと。

数沢川橋(上り線) P1橋脚(終点側) 支承取替工 構造図(その1) S=1:75

数沢川橋(上り線)

P1橋脚(終点側) 支承取替工 構造図(その1)
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注記）

3. 現橋の調査・計測を元に構造物の形状を変更する場合は
   必要に応じて応力計算を行うこと。

   最終的に決めてから行うこと。
2. 鋼材の加工は現橋の調査・計測を行い構造物の形状を
1. 既設構造物の寸法は現地にて再計測の上施工を行うこと。

4. 特記なき材質は全てSM400Aとする。

 　新設φ26.5とする。

5.　 印はTCB M22(S10T)を示し、ボルト孔は既設φ24.5

  　 印はMUTF M24(高力ワンサイドボルト)を示し、

 　ボルト孔は既設φ26.0 新設φ26.5とする。

側 面 図

"a"

"b"

6.　   印はフィラープレートを示す。
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  1-FILL PL  530 x24 x 482(SS400)①
  1-FILL PL  260 x25 x 481(SS400)②
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現場孔明け工

 26.0φ x 37箇所
1主構当たり数量(全：2箇所)

 24.5φ x  4箇所

  1-FILL PL  200 x24 x 406(SS400)③

上弦材接合部
主構間外側(AGL)
1主構当たり数量(製作数：1基)
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 32-ワンサイドボルト MUTF24-60(SCM440) 
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 31ワンサイドボルト MUTF24-60(SCM440) 

  1-FILL PL  200 x24 x 406(SS400)③
  1-FILL PL  530 x24 x 482(SS400)⑥

  4-TCB  M22x95(S10T)

現場孔明け工

 26.0φ x 31箇所
1主構当たり数量(全：1箇所)

 24.5φ x  4箇所

  1-FILL PL  260 x25 x 481(SS400)⑦
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"b"部詳細 S=1:25

141

1主構当たり数量(製作数：2基)

 26.0φ x 54箇所

  2-GUSS PL  876 x28 x2348(SS400)

 54-ワンサイドボルト MUTF24-80(SCM440) 
  2-FILL PL  400 x36 x1290(SS400)⑧

現場孔明け工
1主構当たり数量(全：2箇所)

斜材接合部 図面の種類

縮      尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図　示 図面番号

大日本ダイヤコンサルタント株式会社

常磐自動車道

田野高架橋耐震補強工事

/

東日本高速道路株式会社　関東支社

水戸管理事務所

数沢川橋(上り線) P1橋脚(終点側) 支承取替工 構造図(その2) S=1:50

数沢川橋(上り線)

P1橋脚(終点側) 支承取替工 構造図(その2)

上部工補強工D
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注記）

3. 現橋の調査・計測を元に構造物の形状を変更する場合は
   必要に応じて応力計算を行うこと。

   最終的に決めてから行うこと。
2. 鋼材の加工は現橋の調査・計測を行い構造物の形状を
1. 既設構造物の寸法は現地にて再計測の上施工を行うこと。

4. 特記なき材質は全てSM400Aとする。

 　新設φ26.5とする。

5.　 印はTCB M22(S10T)を示し、ボルト孔は既設φ24.5

  　 印はMUTF M24(高力ワンサイドボルト)を示し、

 　ボルト孔は既設φ26.0 新設φ26.5とする。

B - B

6.　   印はフィラープレートを示す。

"c"部詳細

1主構当たり数量(製作数：2基)

7.「 F.P.」の表示のある箇所は、完全溶込み溶接とする。
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数沢川橋(上り線) P1橋脚(終点側) 支承取替工 構造図(その3) S=1:25

図面の種類

縮      尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図　示 図面番号

大日本ダイヤコンサルタント株式会社

常磐自動車道

田野高架橋耐震補強工事

/

東日本高速道路株式会社　関東支社

水戸管理事務所

数沢川橋(上り線)

P1橋脚(終点側) 支承取替工 構造図(その3)

上部工補強工D
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六角穴付ボルト  M20x50   12.9

六角ボルト  中  M27x    　8.8

9

4

溶融亜鉛めっき

一  般  外  面  の  防  食  処  理

　　　　 　　   材料表部番の○印部品をめっきのこと。

下          沓

ゴ   ム   沓

部番    部  品  名  称       材   質    個数   重量(kg)    備 考
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材 料 表
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ベースプレート

           全   重   量                                 (kg)

26.1

456.3

231.9

527.4
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B部詳細図 S=1:5
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免震支承設計条件
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＊印は、被覆ゴムを示す。
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注４）六角穴付ボルトは黒色酸化皮膜処理ボルトを使用し、締付け後、

　　　高濃度亜鉛末塗料を塗布のこと。

注３）ゴム支承の上下鋼鈑露出部は、金属亜鉛末を70%以上含む高濃度

注２）必要に応じて吊り用のネジ穴を設けてもよい。

　　　亜鉛末塗料を塗布のこと（塗膜厚75μm以上）。

注１）製作会社において、不要な場合は設けなくてもよい。

注５）部番4の六角ボルト・座金の重量は、参考値とする。

注６）アンカーボルト（埋込部）は無塗装とし、鉄筋防錆剤を塗布のこと。

注７）現場溶接部付近は不めっきとして開先防錆塗料を塗布し、溶接後

      高濃度亜鉛未塗料を塗布のこと。

  注８）アンカーボルトピッチは現場実測後、寸法決定のこと。

支承詳細図

　　　　　　　  JIS H 8641  HDZT77、HDZT49(ボルト類)

数沢川橋(上り線) P1橋脚(終点側) 支承取替工 構造図(その4)

常磐自動車道

田野高架橋耐震補強工事

図面の種類

縮      尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図示 図面番号

大日本ダイヤコンサルタント株式会社

数沢川橋(上り線)

P1橋脚(終点側) 支承取替工 構造図(その4)

東日本高速道路株式会社　関東支社

水戸管理事務所

S=1:25

E-720・720・28・6(1536)
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田野高架橋耐震補強工事

図面の種類

縮      尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

1:25 図面番号 /

大日本ダイヤコンサルタント株式会社

数沢川橋(上り線)

P1橋脚(終点側) 支承取替工 構造図(その5)

東日本高速道路株式会社　関東支社

水戸管理事務所

数沢川橋(上り線) P1橋脚(終点側) 支承取替工 構造図(その5) S=1:25

E-720・720・28・6(1536)
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鋼製台座詳細

3. 現橋の調査・計測を元に構造物の形状を変更する場合は
   必要に応じて応力計算を行うこと。

   最終的に決めてから行うこと。
2. 鋼材の加工は現橋の調査・計測を行い構造物の形状を
1. 既設構造物の寸法は現地にて再計測の上施工を行うこと。

平 面 図

上部工側取付部詳細

注 記

下部工側取付部詳細

4. 支承セットボルトは支承詳細図を参照のこと。
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 1-TOP  PL  620 x30 x 780(SM490B)
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現場孔明け工
1主構当たり数量(全：2箇所)
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5．「F.P.」の表示のある個所は、完全溶込み溶接とする。 
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4-φ33.0孔
鋼製台座取付ボルト用

既設L.Flg 現場孔明け

4-φ52.0孔
既設セットボルト孔

シール材で封孔

6．   印は新設ボルト孔を示し、 
      印は既設ボルト孔を示す。

 28-D10 x960 (SD345)
 16-D10 x1510 (SD345)

1基当たり数量(製作数：2基)
補強鉄筋

"a"部詳細 S=1:15
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φ232
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支承

BOTT PL
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常磐自動車道

田野高架橋耐震補強工事

図面の種類

縮      尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図　示 図面番号 /

大日本ダイヤコンサルタント株式会社

数沢川橋(上り線)

P1橋脚(終点側) 支承取替工 構造図(その6)

東日本高速道路株式会社　関東支社

水戸管理事務所

数沢川橋(上り線) P1橋脚(終点側) 支承取替工 構造図(その6) S=1:25
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"a"部詳細 S=1:25
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既設支承撤去図

1. 既設構造物の寸法及び桁下構造高及び沓座勾配は
   現地にて再計測を行うこと。
2. 既設のコンクリート構造物に削孔を行う場合は既設の
　 鉄筋に損傷を与えないように事前に入念に調査を行い
　 施工すること。
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3. はつり底面より100mmまではWJ工法を使用し、100mm
　 より上は打撃工法を使用する。

(WJ工法)

(WJ工法)

(WJ工法)

(WJ工法)

(WJ工法)

(WJ工法)

 　 2011.8 Kg

"b"部詳細 S=1:25

はつり下端
既設下部工

(エポキシ樹脂系)
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70

数沢川橋(上り線) P1橋脚(終点側) 支承取替工 構造図(その7) S=1:50

常磐自動車道

田野高架橋耐震補強工事

図面の種類

縮      尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図　示 図面番号 /

大日本ダイヤコンサルタント株式会社

数沢川橋(上り線)

P1橋脚(終点側) 支承取替工 構造図(その7)

東日本高速道路株式会社　関東支社

水戸管理事務所
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3. 現橋の調査・計測を元に構造物の形状を変更する場合は
   必要に応じて応力計算を行うこと。

   最終的に決めてから行うこと。
2. 鋼材の加工は現橋の調査・計測を行い構造物の形状を
1. 既設構造物の寸法は現地にて再計測の上施工を行うこと。

図面の種類

縮      尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図　示 図面番号

大日本ダイヤコンサルタント株式会社

常磐自動車道

田野高架橋耐震補強工事

/

東日本高速道路株式会社　関東支社

水戸管理事務所

数沢川橋(上り線) P2橋脚(起点側) 支承取替工 構造図(その1) S=1:75

数沢川橋(上り線)

P2橋脚(起点側) 支承取替工 構造図(その1)

4. 仮設鋼製ブラケットのアンカーボルトは、ブラケット本体
   撤去後も残置すること。
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注記）

3. 現橋の調査・計測を元に構造物の形状を変更する場合は
   必要に応じて応力計算を行うこと。

   最終的に決めてから行うこと。
2. 鋼材の加工は現橋の調査・計測を行い構造物の形状を
1. 既設構造物の寸法は現地にて再計測の上施工を行うこと。

4. 特記なき材質は全てSM400Aとする。

 　新設φ26.5とする。

5.　 印はTCB M22(S10T)を示し、ボルト孔は既設φ24.5

  　 印はMUTF M24(高力ワンサイドボルト)を示し、

 　ボルト孔は既設φ26.0 新設φ26.5とする。
6.　   印はフィラープレートを示す。
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7. C-C断面は(その2)を参照のこと。
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主構間内側
1主構当たり数量(製作数：2基)

  1-GUSS PL 1945 x23 x1327(SS400)

 42-ワンサイドボルト MUTF24-65(SCM440) 

  1-FILL PL  355 x20 x 481(SS400)①
  1-FILL PL  215 x19 x 481(SS400)②

  6-TCB  M22x100(S10T)

現場孔明け工

 26.0φ x 42箇所
1主構当たり数量(全：2箇所)

 24.5φ x  6箇所

  1-FILL PL  465 x 5 x 920(SS400)③

  1-RIB  PL  100 x22 x1400

  1-FILL PL  100 x19 x 480(SS400)④
  1-FILL PL  260 x22 x 481(SS400)⑤
  1-FILL PL   85 x20 x 455(SS400)⑥

上弦材接合部

1主構当たり数量(製作数：1基)

主構間外側(AGL)
上弦材接合部

  1-GUSS PL 1945 x23 x1327(SS400)

 38-ワンサイドボルト MUTF24-65(SCM440) 
  6-TCB  M22x100(S10T)

現場孔明け工

 26.0φ x 38箇所
1主構当たり数量(全：1箇所)

 24.5φ x  6箇所

  1-FILL PL  465 x 5 x 920(SS400)③

  1-RIB  PL  100 x22 x1400

  1-FILL PL  100 x19 x 480(SS400)④
  1-FILL PL   85 x20 x 455(SS400)⑥
  1-FILL PL  355 x20 x 481(SS400)⑦
  1-FILL PL  215 x19 x 481(SS400)⑧
  1-FILL PL  260 x22 x 481(SS400)⑨

1主構当たり数量(製作数：2基)

 26.0φ x 66箇所

  2-GUSS PL  890 x28 x2462(SS400)

 66-ワンサイドボルト MUTF24-100(SCM440) 
  2-FILL PL  450 x42 x1290(SS400)⑪

現場孔明け工
1主構当たり数量(全：2箇所)

斜材接合部

1主構当たり数量(製作数：1基)
主構間外側(AGR)
上弦材接合部

  1-GUSS PL 1945 x23 x1327(SS400)

 38-ワンサイドボルト MUTF24-65(SCM440) 
  6-TCB  M22x100(S10T)

現場孔明け工

 26.0φ x 38箇所
1主構当たり数量(全：1箇所)

 24.5φ x  6箇所

  1-FILL PL  465 x 5 x 920(SS400)③

  1-RIB  PL  100 x22 x1400

  1-FILL PL  100 x19 x 480(SS400)④
  1-FILL PL   85 x20 x 455(SS400)⑥

  1-FILL PL  355 x20 x 481(SS400)⑩

  1-FILL PL  215 x19 x 481(SS400)⑧
  1-FILL PL  260 x22 x 481(SS400)⑨

(主構間外側)

"a"部詳細 S=1:25
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3 フィラープレート詳細 S=1:25

図面の種類

縮      尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図　示 図面番号

大日本ダイヤコンサルタント株式会社

常磐自動車道

田野高架橋耐震補強工事

/

東日本高速道路株式会社　関東支社

水戸管理事務所

数沢川橋(上り線) P2橋脚(起点側) 支承取替工 構造図(その2) S=1:50

数沢川橋(上り線)

P2橋脚(起点側) 支承取替工 構造図(その2)

上部工補強工D
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注記）

3. 現橋の調査・計測を元に構造物の形状を変更する場合は
   必要に応じて応力計算を行うこと。

   最終的に決めてから行うこと。
2. 鋼材の加工は現橋の調査・計測を行い構造物の形状を
1. 既設構造物の寸法は現地にて再計測の上施工を行うこと。

4. 特記なき材質は全てSM400Aとする。

 　新設φ26.5とする。

5.　 印はTCB M22(S10T)を示し、ボルト孔は既設φ24.5

  　 印はMUTF M24(高力ワンサイドボルト)を示し、

 　ボルト孔は既設φ26.0 新設φ26.5とする。
6.　   印はフィラープレートを示す。

A - A

"c"部詳細

1主構当たり数量(製作数：2基)
B - B

7.「 F.P.」の表示のある箇所は、完全溶込み溶接とする。

  2-GUSS  PL 1160 x22 x 1186(SM490YB)

現場孔明け工

 26.0φ x 48箇所
1主構当たり数量(全：2箇所)

⑬  4-FILL  PL  260 x54 x 391(SS400)

 48-ワンサイドボルト MUTF24-100(SCM440) 

  4-STIFF PL  250 x25 x 1170(SM490YB)
  4-FLG   PL  100 x22 x 970(SM490YB)

  2-調整  PL  370 x26 x 420
  2-BASE  PL  400 x22 x 450

  2-FLG   PL  640 x25 x1490
  1-WEB   PL  480 x19 x1470

 96-TCB   M22x120(S10T)

100-TCB   M22x90(S10T)
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FILL PL ⑭

14 フィラープレート詳細

⑭  2-FILL  PL  405 x45 x 620(SS400)
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既設部材断面図
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補強鉛直材

1主構当たり数量(製作数：2基)
仮支点受け部

勾配調整プレート
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ジャッキアップベース

8
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 60°

"2"部詳細 S=1:15
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"3"部詳細 S=1:10
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HTB M22(F10T)
既設ボルト
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ジャッキアップ

プレート ⑭
フィラー

φ
48

既設添接板

2214

"4"部詳細 S=1:10

23

HTB M22(F10T)
既設ボルト

ガセット
上弦材取付

φ
48

既設添接板

5
10

プレート ③
フィラー

図面の種類

縮      尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図　示 図面番号

大日本ダイヤコンサルタント株式会社

常磐自動車道

田野高架橋耐震補強工事

/

東日本高速道路株式会社　関東支社

水戸管理事務所

数沢川橋(上り線) P2橋脚(起点側) 支承取替工 構造図(その3) S=1:25

数沢川橋(上り線)

P2橋脚(起点側) 支承取替工 構造図(その3)

上部工補強工D
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D - D
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702 1533
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1
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1
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2
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0
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352 15

7
50

1
24
1

 F.P

A

A

B - B

C - C

1基当たり数量(製作数：1基)
仮設鋼製ブラケット

 1-FLG  PL  750 x22 x2300
 1-BASE PL 2028 x33 x2300

 9-RIB  PL  702 x22 x1991

48-Nut  M48(1種)(SS400)
48-Nut  M48(3種)(SS400)
48-座金 M48(SS400)

 1-FLG  PL  367 x22 x2300

48-Anc  Bolt D51 x900(SD345)

AGL桁

400

AGL側

2．特記なき材質は、全てSM490YBとする。
3．スカーラップは、35Rとする。

　 寸法を変更する場合は、必要に応じて応力計算を行うこと。
　 うえ行うものとする。
1．工場製作は、アンカーボルト削孔位置等、現場実測確認の

5．アンカーボルトは、接着系アンカーとする。
　 ネジ切り部は溶融亜鉛めっき仕上げとする。

注記）

4．※印部材は、溶融亜鉛めっき仕上げとする。
　 亜鉛の膜厚は、JIS 8641 HDZT49とする。

6.「F.P.」の表示のある個所は、完全溶込み溶接とする。

2
05
0

7
177
50

7
02

15

33

2300

1150 1150

3
75

3
75

14 22 203 22 338 22 1422218 22

ジャッキ位置

A A

(
主
構
中
心
)

3
75

主構中心

425425

3
674
00

3
52

15

33

2300

1150 1150

14 22 203 22 338 22 1422218 22

A A

22 278 2032233322223 22278

22 278 2032233322223 22278

9

89°
10 '3 5"

7. リブとベースプレートの溶接は、A-Aに示す①～⑤の順序で

7
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E - E
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※

② ②

　 行うこと。
8. 仮設鋼製ブラケットのアンカーボルトは、ブラケット本体
　 撤去後も残置すること。

7

14
22 203 22 338 22

14
22218 2222 278 2032233322223 22278

765

アンカーボルト長 = 900

910

コンクリート削孔長 = 775

D
51

φ
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8
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38 27

M
48

33 平座金    M48

3種ナット M48

1種ナット M48

接着剤注入

埋込長 15D = 765

アンカーボルト詳細 S=1:15

150

ネジ切り長

(エポキシ樹脂系)
150

(溶融亜鉛メッキ範囲)

図面の種類

縮      尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図　示 図面番号

大日本ダイヤコンサルタント株式会社

常磐自動車道

田野高架橋耐震補強工事

/

東日本高速道路株式会社　関東支社

水戸管理事務所

数沢川橋(上り線) P2橋脚(起点側) 支承取替工 構造図(その4) S=1:25

数沢川橋(上り線)

P2橋脚(起点側) 支承取替工 構造図(その4)

仮設鋼製ブラケット詳細図
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AGR側
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 F.P

A

A

1基当たり数量(製作数：1基)
仮設鋼製ブラケット

 1-FLG  PL  750 x22 x2300
 1-BASE PL 2028 x33 x2300

 9-RIB  PL  702 x22 x1991
 1-FLG  PL  367 x22 x2300

400

⑤ ④ ③ ① ③ ④ ⑤

7
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E - E
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 F.P
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E

49-Nut  M48(1種)(SS400)
49-Nut  M48(3種)(SS400)
49-座金 M48(SS400)

49-Anc  Bolt D51 x900(SD345)

AGR桁

2．特記なき材質は、全てSM490YBとする。
3．スカーラップは、35Rとする。

　 寸法を変更する場合は、必要に応じて応力計算を行うこと。
　 うえ行うものとする。
1．工場製作は、アンカーボルト削孔位置等、現場実測確認の

5．アンカーボルトは、接着系アンカーとする。
　 ネジ切り部は溶融亜鉛めっき仕上げとする。

注記）

4．※印部材は、溶融亜鉛めっき仕上げとする。
　 亜鉛の膜厚は、JIS 8641 HDZT49とする。

6.「F.P.」の表示のある個所は、完全溶込み溶接とする。
7. リブとベースプレートの溶接は、A-Aに示す①～⑤の順序で

※

② ②

33 33

8. 仮設鋼製ブラケットのアンカーボルトは、ブラケット本体
　 行うこと。

　 撤去後も残置すること。
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埋込長 15D = 765

アンカーボルト詳細 S=1:15
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ネジ切り長

(エポキシ樹脂系)
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(溶融亜鉛メッキ範囲)

図面の種類

縮      尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図　示 図面番号

大日本ダイヤコンサルタント株式会社

常磐自動車道

田野高架橋耐震補強工事

/

東日本高速道路株式会社　関東支社

水戸管理事務所

数沢川橋(上り線)

P2橋脚(起点側) 支承取替工 構造図(その5)

数沢川橋(上り線) P2橋脚(起点側) 支承取替工 構造図(その5) S=1:25

仮設鋼製ブラケット詳細図
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注記）

3. 現橋の調査・計測を元に構造物の形状を変更する場合は
   必要に応じて応力計算を行うこと。

   最終的に決めてから行うこと。
2. 鋼材の加工は現橋の調査・計測を行い構造物の形状を
1. 既設構造物の寸法は現地にて再計測の上施工を行うこと。

図面の種類

縮      尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図　示 図面番号

大日本ダイヤコンサルタント株式会社

常磐自動車道

田野高架橋耐震補強工事

/

東日本高速道路株式会社　関東支社

水戸管理事務所

数沢川橋(上り線) P2橋脚(終点側) 支承取替工 構造図(その1) S=1:75

数沢川橋(上り線)

P2橋脚(終点側) 支承取替工 構造図(その1)

4. 仮設鋼製ブラケットのアンカーボルトは、ブラケット本体
   撤去後も残置すること。
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注記）

3. 現橋の調査・計測を元に構造物の形状を変更する場合は
   必要に応じて応力計算を行うこと。

   最終的に決めてから行うこと。
2. 鋼材の加工は現橋の調査・計測を行い構造物の形状を
1. 既設構造物の寸法は現地にて再計測の上施工を行うこと。

4. 特記なき材質は全てSM400Aとする。

 　新設φ26.5とする。

5.　 印はTCB M22(S10T)を示し、ボルト孔は既設φ24.5

  　 印はMUTF M24(高力ワンサイドボルト)を示し、

 　ボルト孔は既設φ26.0 新設φ26.5とする。

側 面 図

6.　   印はフィラープレートを示す。
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縮      尺

設計会社名
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事務所名

図　示 図面番号

大日本ダイヤコンサルタント株式会社

常磐自動車道

田野高架橋耐震補強工事

/

東日本高速道路株式会社　関東支社

水戸管理事務所

数沢川橋(上り線) P2橋脚(終点側) 支承取替工 構造図(その2) S=1:50

数沢川橋(上り線)

P2橋脚(終点側) 支承取替工 構造図(その2)

上部工補強工D
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注記）

3. 現橋の調査・計測を元に構造物の形状を変更する場合は
   必要に応じて応力計算を行うこと。

   最終的に決めてから行うこと。
2. 鋼材の加工は現橋の調査・計測を行い構造物の形状を
1. 既設構造物の寸法は現地にて再計測の上施工を行うこと。

4. 特記なき材質は全てSM400Aとする。

 　新設φ26.5とする。

5.　 印はTCB M22(S10T)を示し、ボルト孔は既設φ24.5

  　 印はMUTF M24(高力ワンサイドボルト)を示し、

 　ボルト孔は既設φ26.0 新設φ26.5とする。

B - B

6.　   印はフィラープレートを示す。
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100 100 100 100

0.3003 %

プレート
勾配調整

ベース

補剛材 FLG
ジャッキアップ

Level

ジャッキアップ

2
2

F.P. 

7

12.5
25

62.5

補強 GUSS PL
ジャッキアップ

勾配調整プレート詳細 S=1:15
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210 210

2
3

2
2
.4

2
3
.6

0.3003 %

3
70

1
85

1
85

橋
軸
直
角
方
向

橋軸方向

図面の種類

縮      尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図　示 図面番号

大日本ダイヤコンサルタント株式会社

常磐自動車道

田野高架橋耐震補強工事

/

東日本高速道路株式会社　関東支社

水戸管理事務所

数沢川橋(上り線) P2橋脚(終点側) 支承取替工 構造図(その3) S=1:25

数沢川橋(上り線)

P2橋脚(終点側) 支承取替工 構造図(その3)

上部工補強工D
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A - A D - D
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702 1533
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1
99
1
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2
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0

367

352 15

7
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1
24
1

 F.P

A

A

B - B

C - C

48-Nut  M48(1種)(SS400)
48-Nut  M48(3種)(SS400)
48-座金 M48(SS400)

48-Anc  Bolt D51 x900(SD345)

400

AGL側

2300

1150 1150

22
1
99
1

15
22

150 155 340 160 150370

1
90

3
50

B B

48-φ53孔

2
05
0

1
10

375

C C

D

D

300 300

4
x3
00
=1
20
0

2
00

3
67

4
00 3
52

15

33

2300

1150

14 22 203 22 338 22 1422218 22

A A

22 278 2032233322223 22278

9

7
17

7
50 7
02

15

33

2300

1150

3
75

3
75

14 22 203 22 338 22 1422218 22

ジャッキ位置

A A

(
主

構
中

心
)

3
75

主構中心

400400

22 278 2032233322223 22278

89
°
10
'3
5"

1150

1基当たり数量(製作数：1基)
仮設鋼製ブラケット

 1-FLG  PL  750 x22 x2300
 1-BASE PL 2028 x33 x2300

 9-RIB  PL  702 x22 x1991
 1-FLG  PL  367 x22 x2300

7

7

AGL桁

E

E

⑤ ④ ③ ② ① ② ③ ④ ⑤

1150

E - E

750

702 1533

22
1
99
1

15
22

2
05
0

367

352 15

7
50

1
24
1

 F.P

A

A 400

10
10

 60°

10
 60°

10
10

 60°

2．特記なき材質は、全てSM490YBとする。
3．スカーラップは、35Rとする。

　 寸法を変更する場合は、必要に応じて応力計算を行うこと。
　 うえ行うものとする。
1．工場製作は、アンカーボルト削孔位置等、現場実測確認の

5．アンカーボルトは、接着系アンカーとする。
　 ネジ切り部は溶融亜鉛めっき仕上げとする。

注記）

4．※印部材は、溶融亜鉛めっき仕上げとする。
　 亜鉛の膜厚は、JIS 8641 HDZT49とする。

6.「F.P.」の表示のある個所は、完全溶込み溶接とする。
7. リブとベースプレートの溶接は、A-Aに示す①～⑤の順序で

3333

※

　 行うこと。
8. 仮設鋼製ブラケットのアンカーボルトは、ブラケット本体
　 撤去後も残置すること。

10

14 22 203 22 338 22 1422218 2222 278 2032233322223 22278

765

アンカーボルト長 = 900

910

コンクリート削孔長 = 775

D
51

φ
61

10

8
29

38 27

M
48

33 平座金    M48

3種ナット M48

1種ナット M48

接着剤注入

埋込長 15D = 765

アンカーボルト詳細 S=1:15

150

ネジ切り長

(エポキシ樹脂系)
150

(溶融亜鉛メッキ範囲)

図面の種類

縮      尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図　示 図面番号

大日本ダイヤコンサルタント株式会社

常磐自動車道

田野高架橋耐震補強工事

/

東日本高速道路株式会社　関東支社

水戸管理事務所

数沢川橋(上り線) P2橋脚(終点側) 支承取替工 構造図(その4) S=1:25

数沢川橋(上り線)

P2橋脚(終点側) 支承取替工 構造図(その4)

仮設鋼製ブラケット詳細図
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AGR側
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 F.P

A

A

49-Nut  M48(1種)(SS400)
49-Nut  M48(3種)(SS400)
49-座金 M48(SS400)

49-Anc  Bolt D51 x900(SD345)
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2300
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C - C

3
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4
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15

33

2300
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A A

22 278 2032232822228 22278
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7
17

7
50 7
02

15

33

2300

1150

3
75

3
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14 22 203 22 328 22 1422228 22

ジャッキ位置

A A

(
主

構
中

心
)

3
75

主構中心

400400

22 278 2032232822228 22278

89
°
10
'3
5"

1150

1基当たり数量(製作数：1基)
仮設鋼製ブラケット

 1-FLG  PL  750 x22 x2300
 1-BASE PL 2028 x33 x2300

 9-RIB  PL  702 x22 x1991
 1-FLG  PL  367 x22 x2300

7

7

AGR桁

⑤ ④ ③ ② ① ② ③ ④ ⑤

10
10

 60°

10
 60°

10
10

 60°E

E

E - E

750

702 1533

22
1
99
1

15
22

2
05
0

367

352 15

7
50

1
24
1

 F.P

A

A
400

1150

2．特記なき材質は、全てSM490YBとする。
3．スカーラップは、35Rとする。

　 寸法を変更する場合は、必要に応じて応力計算を行うこと。
　 うえ行うものとする。
1．工場製作は、アンカーボルト削孔位置等、現場実測確認の

5．アンカーボルトは、接着系アンカーとする。
　 ネジ切り部は溶融亜鉛めっき仕上げとする。

注記）

4．※印部材は、溶融亜鉛めっき仕上げとする。
　 亜鉛の膜厚は、JIS 8641 HDZT49とする。

6.「F.P.」の表示のある個所は、完全溶込み溶接とする。
7. リブとベースプレートの溶接は、A-Aに示す①～⑤の順序で

33 33

※

　 行うこと。
8．仮設鋼製ブラケットのアンカーボルトは、ブラケット本体
　 撤去後も残置すること。

10

7

14 22 203 22 328 22 1422228 2222 278 2032232822228 22278

765

アンカーボルト長 = 900

910

コンクリート削孔長 = 775

D
51

φ
61

10

8
29

38 27

M
48

33 平座金    M48

3種ナット M48

1種ナット M48

接着剤注入

埋込長 15D = 765

アンカーボルト詳細 S=1:15

150

ネジ切り長

(エポキシ樹脂系)
150

(溶融亜鉛メッキ範囲)

図面の種類

縮      尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図　示 図面番号

大日本ダイヤコンサルタント株式会社

常磐自動車道

田野高架橋耐震補強工事

/

東日本高速道路株式会社　関東支社

水戸管理事務所

数沢川橋(上り線)

P2橋脚(終点側) 支承取替工 構造図(その5)

数沢川橋(上り線) P2橋脚(終点側) 支承取替工 構造図(その5) S=1:25

仮設鋼製ブラケット詳細図
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六角穴付ボルト  M24x55   10.9

六角ボルト  中  M36x    　8.8

10

4

溶融亜鉛めっき

一  般  外  面  の  防  食  処  理

　　　　 　　   材料表部番の○印部品をめっきのこと。

下          沓

ゴ   ム   沓

部番    部  品  名  称       材   質    個数   重量(kg)    備 考

1

8

7

5

6

4

2

3

材 料 表

1SM490A

SM490A

SM490A

1

1

1

ベースプレート

           全   重   量                                 (kg)

81.0

1473.2

582.8

929.9

9

六角穴付ボルト 20 6.2 JIS B 1176

せん断キー

SD345 4 58.5

HDR-S+SM490A
+SS400

上          沓

SM490A 1 465.7

8 9.6
JIS B 1180

2 （   ）SM490A25

8 SM490A25

（平座金付き）

3699.9

9 （   ）SM490A25

5

異形棒鋼 D51

SD345

25

JIS B 1256

P1側

六角穴付ボルト 20 5.3 JIS B 1176

10

SM490A 1 36.5せん断キー

7 SM490A25

六角穴付ボルト  M24x40   10.911

試　  験　　変　　位　　量   

移      動      量

破 　 断　  ひ　  ず　  み   

反               力

全          反          力   

死    荷    重    反    力   

橋軸方向水平力      (地震時) 

橋軸直角方向水平力  (地震時) 

上　　揚　　力　  　(地震時) 

ゴ      ム      沓

せ  ん  断  弾  性  係  数   

等　　　価　　　剛　　　性

最  大　変　位　量  (地震時)

免震支承設計条件

kN

KB

UB ±       mm

kN/mm6.352

378

N/mm

305

600

1.0

%

2

kN

kN

kN

kN

等　 価　 減　 衰　 定　 数  17.3

注）上記の等価剛性・等価減衰定数は試験変位量に対する値を示す。

±       mm

%

9247

6744

1970

1630

2023

支   承   部   支   持   条   件

橋軸方向： 免震 橋軸直角方向： 免震

許 容 せ ん 断 ひ ず み γs

2　次　形　状　係　数 S2

250 %

5.32

V

Rh2e

Rh1e

Rd

R

Ge

γu

ΔL

hB

25

25

25

25

P3側

配 置 図

E

P1

E

P2

E

AGL

AGR

※寸法は、P2橋脚 支承取替工 構造図(その2)を参照

38

86.5

7
50

8
60

1
10

70

M48

1
30

P3

3 （   ）HDR-S+SM490A+SS40025

B

4
79

※

※

7
50

※

※

15

1220

930

∅380

3x310=930

1220

5

11

1

8

2

3 9

10 4

7

橋軸直角方向 橋 軸 方 向

1170

∅381

∅381

21
21

3
29

5x210=1050

1150

1
15
0

1
17
0

5
x2
10
=1
05
0

45

＊10

4
.5

45
°

20

2

36

A

2x20-M24ネジ

深28

2-空気抜穴
注1

補強鋼板　t=4.5mmx5枚(SS400)

ゴム厚　Te=36mmx6層(HDR-S)

上下鋼板　t=45mmx2枚(SM490A)

＊印は、被覆ゴムを示す。

A部詳細図　S=1:2

5
x2
10
=1
05
0

55

1
22
0

∅381

3
x3
10
=9
30

1220

5x210=1050

930

∅39ザグリ深26

20-26キリ

8-M36ネジ

∅3
80

C2

C2

91

∅3
80

C2

C2

41

1270

21 40

∅370

∅381

∅39ザグリ深26

20-26キリ

1
27
0

5
x2
10
=1
05
0

5x210=1050

6
（全周）

2560
°

不めっき

25

25

B部詳細図 S=1:5

6 6

60
°

60°
6

6 60°

6

異形棒鋼 D51

SD345

7
508
05

55

∅48

C

6

G

C部詳細図 S=1:5

11

JIS B 1181

SD345 4 51.2

注４）六角穴付ボルトは黒色酸化皮膜処理ボルトを使用し、締付け後、

　　　高濃度亜鉛末塗料を塗布のこと。

注３）ゴム支承の上下鋼鈑露出部は、金属亜鉛末を70%以上含む高濃度

注２）必要に応じて吊り用のネジ穴を設けてもよい。

　　　亜鉛末塗料を塗布のこと（塗膜厚75μm以上）。

注１）製作会社において、不要な場合は設けなくてもよい。

注５）部番4の六角ボルト・座金の重量は、参考値とする。

注６）アンカーボルト（埋込部）は無塗装とし、鉄筋防錆剤を塗布のこと。

注７）現場溶接部付近は不めっきとして開先防錆塗料を塗布し、溶接後

      高濃度亜鉛未塗料を塗布のこと。

  注８）アンカーボルトピッチは現場実測後、寸法決定のこと。

支承詳細図

　　　　　　　  JIS H 8641  HDZT77、HDZT49(ボルト類)

数沢川橋(上り線) P2橋脚 支承取替工 構造図(その1)

常磐自動車道

田野高架橋耐震補強工事

図面の種類

縮      尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図示 図面番号

大日本ダイヤコンサルタント株式会社

数沢川橋(上り線)

P2橋脚 支承取替工 構造図(その1)

東日本高速道路株式会社　関東支社

水戸管理事務所

S=1:25

S=1:25

E-1170・1170・36・6(3700)
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1 SM490A

AGL

1 SM490A

AGR

配 置 図
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6
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6
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1
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0

6
85

6
85

4-∅53

∅87

90°

17

4-∅53

∅87

90°

17

支承詳細図 支承詳細図

数沢川橋(上り線) P2橋脚 支承取替工 構造図(その2)

常磐自動車道

田野高架橋耐震補強工事

図面の種類

縮      尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

1:25 図面番号 /

大日本ダイヤコンサルタント株式会社

数沢川橋(上り線)

P2橋脚 支承取替工 構造図(その2)

東日本高速道路株式会社　関東支社

水戸管理事務所

S=1:25

E-1170・1170・36・6(3700)
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鋼製台座詳細

3. 現橋の調査・計測を元に構造物の形状を変更する場合は
   必要に応じて応力計算を行うこと。

   最終的に決めてから行うこと。
2. 鋼材の加工は現橋の調査・計測を行い構造物の形状を
1. 既設構造物の寸法は現地にて再計測の上施工を行うこと。

注 記

4. 支承セットボルトは支承詳細図を参照のこと。

185 230 185

115 115

600

75
6
30

75

3
15

3
15

7
80

橋
軸
直
角
方
向

橋軸方向

勾配調整プレート詳細 ソールプレート詳細

145 310 310 310 145

1220

155 155

橋軸方向

8-φ39.0孔

C - C

橋軸方向

橋
軸
直
角
方
向

G H

E E

F

D - D
橋軸方向

橋
軸
直
角
方
向

G H

E E

F F

F.P 

5

45°
(12)

8

8

E - E

橋軸方向

C

D

4-φ51.0孔

8-φ39.0孔

1基当たり数量(製作数：2基)
鋼製台座

 2-WEB  PL   155 x26 x 1160(SM490B)
 3-WEB  PL   155 x26 x  456(SM490B)

 1-TOP  PL   600 x44 x  780(SM490C-H)
 1-BOTT PL  1190 x22 x 1190(SM490A)

 2-RIB  PL   155 x26 x  336(SM490B)

 6-RIB  PL   155 x26 x  326(SM490B)
 2-RIB  PL   155 x26 x  205(SM490B)

5．「F.P.」の表示のある個所は、完全溶込み溶接とする。 
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縮      尺

設計会社名
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事務所名

図　示 図面番号

大日本ダイヤコンサルタント株式会社

常磐自動車道

田野高架橋耐震補強工事

/

東日本高速道路株式会社　関東支社

水戸管理事務所

注記）

3. 現橋の調査・計測を元に構造物の形状を変更する場合は
   必要に応じて応力計算を行うこと。

   最終的に決めてから行うこと。
2. 鋼材の加工は現橋の調査・計測を行い構造物の形状を
1. 既設構造物の寸法は現地にて再計測の上施工を行うこと。

4. 鋼製ブラケット（ダンパー取付兼用）の詳細は
   制震構造詳細図を参照のこと。

数沢川橋(上り線) P3橋脚(起点側) 支承取替工 構造図(その1) S=1:75

数沢川橋(上り線)

P3橋脚(起点側) 支承取替工 構造図(その1)
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注記）

3. 現橋の調査・計測を元に構造物の形状を変更する場合は
   必要に応じて応力計算を行うこと。

   最終的に決めてから行うこと。
2. 鋼材の加工は現橋の調査・計測を行い構造物の形状を
1. 既設構造物の寸法は現地にて再計測の上施工を行うこと。

4. 特記なき材質は全てSM400Aとする。

 　新設φ26.5とする。

5.　 印はTCB M22(S10T)を示し、ボルト孔は既設φ24.5

  　 印はMUTF M24(高力ワンサイドボルト)を示し、

 　ボルト孔は既設φ26.0 新設φ26.5とする。
6.　   印はフィラープレートを示す。
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1主構当たり数量(製作数：2基)

  1-GUSS PL  820 x22 x1250(SS400)

 39-ワンサイドボルト MUTF24-60(SCM440) 

  1-FILL PL  530 x24 x 482(SS400)①
  1-FILL PL  260 x25 x 481(SS400)②

  4-TCB  M22x95(S10T)

現場孔明け工

 26.0φ x 39箇所
1主構当たり数量(全：2箇所)

 24.5φ x  4箇所

  1-FILL PL  200 x24 x 405(SS400)③

上弦材接合部

1主構当たり数量(製作数：1基)
主構間外側(AGL)

  1-GUSS PL  820 x22 x1250(SS400)

 32-ワンサイドボルト MUTF24-60(SCM440) 

  1-FILL PL  200 x24 x 405(SS400)③
  1-FILL PL  530 x24 x 482(SS400)④
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  2-GUSS PL  848 x28 x2364(SS400)

 48-ワンサイドボルト MUTF24-80(SCM440) 
  2-FILL PL  400 x36 x1290(SS400)⑦
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1主構当たり数量(全：2箇所)

斜材接合部
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"a"部詳細 S=1:25
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既設ブラケット支材

既設吊り金具
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  1-GUSS PL  820 x22 x1250(SS400)

 32-ワンサイドボルト MUTF24-60(SCM440) 

  1-FILL PL  200 x24 x 405(SS400)③

  1-FILL PL  530 x24 x 482(SS400)⑥

  4-TCB  M22x95(S10T)

現場孔明け工

 26.0φ x 32箇所
1主構当たり数量(全：1箇所)

 24.5φ x  4箇所

  1-FILL PL  260 x25 x 481(SS400)⑤

30
1
61

上弦材接合部

55

385

R1
5

図面の種類

縮      尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図　示 図面番号

大日本ダイヤコンサルタント株式会社

常磐自動車道

田野高架橋耐震補強工事

/

東日本高速道路株式会社　関東支社

水戸管理事務所

数沢川橋(上り線) P3橋脚(起点側) 支承取替工 構造図(その2) S=1:50

数沢川橋(上り線)

P3橋脚(起点側) 支承取替工 構造図(その2)

上部工補強工D
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注記）

3. 現橋の調査・計測を元に構造物の形状を変更する場合は
   必要に応じて応力計算を行うこと。

   最終的に決めてから行うこと。
2. 鋼材の加工は現橋の調査・計測を行い構造物の形状を
1. 既設構造物の寸法は現地にて再計測の上施工を行うこと。

4. 特記なき材質は全てSM400Aとする。

 　新設φ26.5とする。

5.　 印はTCB M22(S10T)を示し、ボルト孔は既設φ24.5

  　 印はMUTF M24(高力ワンサイドボルト)を示し、

 　ボルト孔は既設φ26.0 新設φ26.5とする。
6.　   印はフィラープレートを示す。

A - A

"c"部詳細

1主構当たり数量(製作数：2基)

B - B

7.「 F.P.」の表示のある箇所は、完全溶込み溶接とする。
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補強鉛直材

仮支点受け部
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図面の種類

縮      尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図　示 図面番号

大日本ダイヤコンサルタント株式会社

常磐自動車道

田野高架橋耐震補強工事

/

東日本高速道路株式会社　関東支社

水戸管理事務所

数沢川橋(上り線) P3橋脚(起点側) 支承取替工 構造図(その3) S=1:25

数沢川橋(上り線)

P3橋脚(起点側) 支承取替工 構造図(その3)

上部工補強工D
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六角穴付ボルト  M20x55   12.9

六角ボルト  中  M36x    　8.8

9

4

溶融亜鉛めっき

一  般  外  面  の  防  食  処  理

　　　　 　　   材料表部番の○印部品をめっきのこと。

下          沓

ゴ   ム   沓

部番    部  品  名  称       材   質    個数   重量(kg)    備 考

1

8

7

5

6

4

2

3

材 料 表

1SM490A

SM490A

SM490A

1

1

1

ベースプレート

           全   重   量                                 (kg)

26.1

456.3

232.1

658.8

9 六角穴付ボルト 16 3.1 JIS B 1176

せん断キー

SD345 4 52.5

HDR-S+SM490A
+SS400

上          沓

SM490A 1 220.2

4 4.8
JIS B 1180

2 （   ）SM490A25

7 SM490A25

（平座金付き）

1665.4

8 （   ）SM490A25

5

異形棒鋼 D51

SD345

25

JIS B 1256

P2側

B部詳細図 S=1:5

6 6

60
°

60°
6

6

60°

六角穴付ボルト 16 2.7 JIS B 117610

SM490A 1 8.8せん断キー

6 SM490A25

六角穴付ボルト  M20x45   12.910

kN

mm

618

0.753

R1L

δcL照 査 荷 重 時 圧 縮 変 位 量 

照    査    荷    重          

試　  験　　変　　位　　量   

移      動      量

破 　 断　  ひ　  ず　  み   

反               力

全          反          力   

死    荷    重    反    力   

橋軸方向水平力      (地震時) 

橋軸直角方向水平力  (地震時) 

上　　揚　　力　  　(地震時) 

ゴ      ム      沓

せ  ん  断  弾  性  係  数   

等　　　価　　　剛　　　性

最  大　変　位　量  (地震時)

免震支承設計条件

kN

KB

UB ±       mm

kN/mm3.026

294

N/mm

227

600

1.0

%

2

kN

kN

kN

kN

等　 価　 減　 衰　 定　 数  17.3

注）上記の等価剛性・等価減衰定数は試験変位量に対する値を示す。

±       mm

%

3269

2034

710

510

610

支   承   部   支   持   条   件

橋軸方向： 免震 橋軸直角方向： 免震

許 容 せ ん 断 ひ ず み γs

2　次　形　状　係　数 S2

250 %

4.17

V

Rh2e

Rh1e

Rd

R

Ge

γu

ΔL

hB

25

25

25

25

桁端側

配 置 図

E

P1

E

P2

E

AGL

AGR

※寸法は、P3橋脚(起点側) 支承取替工 構造図(その5)を参照
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A

2x16-M20ネジ

深24

2-空気抜穴
注1

補強鋼板　t=4.5mmx5枚(SS400)

ゴム厚　Te=28mmx6層(HDR-S)

上下鋼板　t=36mmx2枚(SM490A)

＊印は、被覆ゴムを示す。

A部詳細図　S=1:5
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∅33ザグリ深24
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3 （   ）HDR-S+SM490A+SS40025

※

B
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6
00
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6
00
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6
00

JIS B 1181

注４）六角穴付ボルトは黒色酸化皮膜処理ボルトを使用し、締付け後、

　　　高濃度亜鉛末塗料を塗布のこと。

注３）ゴム支承の上下鋼鈑露出部は、金属亜鉛末を70%以上含む高濃度

注２）必要に応じて吊り用のネジ穴を設けてもよい。

　　　亜鉛末塗料を塗布のこと（塗膜厚75μm以上）。

注１）製作会社において、不要な場合は設けなくてもよい。

注５）部番4の六角ボルト・座金の重量は、参考値とする。

注６）アンカーボルト（埋込部）は無塗装とし、鉄筋防錆剤を塗布のこと。

注７）現場溶接部付近は不めっきとして開先防錆塗料を塗布し、溶接後

      高濃度亜鉛未塗料を塗布のこと。

  注８）アンカーボルトピッチは現場実測後、寸法決定のこと。

支承詳細図

　　　　　　　  JIS H 8641  HDZT77、HDZT49(ボルト類)

数沢川橋(上り線) P3橋脚(起点側) 支承取替工 構造図(その4)

常磐自動車道

田野高架橋耐震補強工事

図面の種類

縮      尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図示 図面番号

大日本ダイヤコンサルタント株式会社

数沢川橋(上り線)

P3橋脚(起点側) 支承取替工 構造図(その4)

東日本高速道路株式会社　関東支社

水戸管理事務所

S=1:25

E-720・720・28・6(1665)
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支承詳細図 支承詳細図

常磐自動車道

田野高架橋耐震補強工事

図面の種類

縮      尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

1:25 図面番号 /

大日本ダイヤコンサルタント株式会社

数沢川橋(上り線)

東日本高速道路株式会社　関東支社

水戸管理事務所

数沢川橋(上り線) P3橋脚(起点側) 支承取替工 構造図(その5)

P3橋脚(起点側) 支承取替工 構造図(その5)

S=1:25

E-720・720・28・6(1665)
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鋼製台座詳細

3. 現橋の調査・計測を元に構造物の形状を変更する場合は
   必要に応じて応力計算を行うこと。

   最終的に決めてから行うこと。
2. 鋼材の加工は現橋の調査・計測を行い構造物の形状を
1. 既設構造物の寸法は現地にて再計測の上施工を行うこと。

注 記

4. 支承セットボルトは支承詳細図を参照のこと。

C - C

橋軸方向

橋
軸
直
角
方
向

G H

E

D - D
橋軸方向

橋
軸
直
角
方
向

G H

E

F.P 

7

4-φ33.0孔

4-φ39.0孔

1基当たり数量(製作数：2基)
鋼製台座

 2-WEB  PL   133 x22 x  710(SM490A)
 3-WEB  PL   133 x22 x  478(SM490A)

 1-TOP  PL   620 x29 x  780(SM490B)
 1-BOTT PL   740 x22 x  740(SM490A)

 2-RIB  PL   133 x22 x  134(SM490A)

 6-RIB  PL   133 x22 x  114(SM490A)
 2-RIB  PL   133 x22 x  188(SM490A)

1主構当たり数量(製作数：2基)
 1-調整  PL  620 x26 x 780(SM490B)
 1-SOLE  PL  770 x22 x 770(SM490A)

現場孔明け工
1主構当たり数量(全：2箇所)

 8-座金  M30(SS400)

 4-BOLT  M30 x115(SS400)(強度区分 8.8)

φ33.0 x 4箇所

 4-Nut   M30(1種)(SS400)

5．「F.P.」の表示のある個所は、完全溶込み溶接とする。 

橋
軸
直
角
方
向

橋軸方向

勾配調整プレート詳細

4-φ33.0孔 45 530 45

620

45
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F - F

橋軸方向

C

D

15 590 15

7422188221882274
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134221882218822134

740

29
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33

22

1
84

埋戻す
15C溶接にて

メタルタッチ

C

D7

7

G - G

橋軸直角方向

15 478 1511422

22822228

22114
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15 710 15
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1
84

埋戻す
15C溶接にて

H - H
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橋
軸
直
角
方
向
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7
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3
15

3
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φ
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φ39

ソールプレート詳細

橋軸方向

15 740 15

770
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2
29

23
1
84

22

29
1
33

22

 鋼製台座

 支承

プレート
 ソール

プレート
 勾配調整

7

55 630 55

53045 45

620

A - A

P3
P2 側

265 265

取付ボルト M30
 鋼製台座

 鋼製台座

7
プレート
 ソール

セットボルト M36
 支承

プレート
 勾配調整

4 4

15 740 15

770

55 630 55

69045 45

780

B - B

AGL
AGR 側

345 345

"a"

15

15

F.P 

5

45°
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E - E

橋軸方向
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D
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740

29
1
33

22

1
84

埋戻す
15C溶接にて

7 77

4-φ39.0孔

平 面 図

上部工側取付部詳細

AA

4553045

620

45
6
90

45

7
80

3
45

3
45

265265

190

50

740 190152

プレート設置
ソール プレート設置

勾配調整

90
°
49
'2
5"

B

B

0.3003 %

取付ボルト M30
 鋼製台座

セットボルト M36
 支承

下部工側取付部詳細

50

50

1670

a - a

橋軸直角方向

橋
軸
方
向

補強鉄筋

b

157050

50

1
06
0

50
9
60

50 110 25x50=1250 110

50
50

1
05

1
1x
50
=5
50

1
05

50
50

b

 支承

7

メタルタッチ

F.P 

F.P 

5

45°
(10)

F F

4-φ33.0孔
鋼製台座取付ボルト用

既設L.Flg 現場孔明け

4-φ32.0孔
既設セットボルト孔

シール材で封孔

6．   印は新設ボルト孔を示し、 
      印は既設ボルト孔を示す。

 30-D10 x960 (SD345)
 18-D10 x1570 (SD345)

1基当たり数量(製作数：2基)
補強鉄筋

"a"部詳細 S=1:15

4

22
22

11
11

プレート
ソール

1 φ230 1

φ232

せん断キー
支承

BOTT PL
鋼製台座

常磐自動車道

田野高架橋耐震補強工事

図面の種類

縮      尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図　示 図面番号 /

大日本ダイヤコンサルタント株式会社

数沢川橋(上り線)

P3橋脚(起点側) 支承取替工 構造図(その6)

東日本高速道路株式会社　関東支社

水戸管理事務所

数沢川橋(上り線) P3橋脚(起点側) 支承取替工 構造図(その6) S=1:25
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"a"部詳細 S=1:25

1
95 1
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9
0

226 164

φ50

既設ナット撤去
Nut M48(1種)

既設支承撤去
9
0
3
5

Level

はつり下端
既設下部工

プレート下端
既設支承ベース

モルタル撤去
既設沓座

既設下部工はつり

既設アンカーボルト
切断撤去 φ50 x185

既設アンカーボルト
切断位置

(はつり深さ90mm)

(WJ工法)

(WJ工法)

配 置 図             S=1:1500
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(支点上)

正 面 図 S=1:125
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下部工はつり
既設

既設アンカーボルト
切断撤去φ50
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既設支承撤去

プレート撤去
既設ソール

モルタル撤去
既設沓座

B

B

C
プレート撤去
既設ソール

既設支承撤去 モルタル撤去
既設沓座

Level

下部工はつり
既設

DD

P3
P
2
 側

モルタル撤去
既設沓座

既設支承撤去
下部工はつり
既設

C - C D - D

1箇所当たり数量(撤去数:2)
撤去数量

 1-既設支承（ボルト・ナット含む）

 1-Sole PL  330x 22x 700(SM400A)

 4-Nut  M48(1種)(SS400)
 4-Anc  Bolt φ50  x 185(SS400)

プレート撤去
既設ソール

ボルト撤去
既設セット

4-BN M27 x140

既設支承撤去図
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支承取付図
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モルタル設置
沓座

プレート設置
ソール

6
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1
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5
35

モルタル設置
沓座

φ61

φ51

φ61

φ51

"b"

モルタル設置
沓座

H - H

プレート設置
ソール

(無収縮モルタル)
下部工はつり復旧
既設

プレート設置
勾配調整

プレート設置
勾配調整

プレート設置
ソール

鋼製台座設置

45
°

プレート設置
勾配調整

(無収縮モルタル)
下部工はつり復旧
既設

鋼製台座設置

10 10

4-φ33.0
既設 L.Flg 現場孔明け

鋼製台座取付ボルト用

支承設置

支承設置

支承設置

アンカー
ボルト設置 φ51

 接着剤注入
(エポキシ樹脂系)

G

550 330330

アンカー
ボルト設置 φ51

 接着剤注入
(エポキシ樹脂系)
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1. 既設構造物の寸法及び桁下構造高及び沓座勾配は
   現地にて再計測を行うこと。
2. 既設のコンクリート構造物に削孔を行う場合は既設の
　 鉄筋に損傷を与えないように事前に入念に調査を行い
　 施工すること。

注 記
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3. はつり底面より100mmまではWJ工法を使用し、100mm
　 より上は打撃工法を使用する。

(WJ工法)

(WJ工法) (WJ工法)

(WJ工法)

(WJ工法)

(WJ工法)

    1262.3 Kg

"b"部詳細 S=1:25

はつり下端
既設下部工

(エポキシ樹脂系)

アンカーボルトφ51
支承

φ51

φ61

接着剤注入 

モルタル天端
沓座
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4
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ン
ク
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ー
ト
削
孔
長
)

5
35
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6
50

10

Level

プレート下端
支承ベース

45°

70

常磐自動車道

田野高架橋耐震補強工事

図面の種類

縮      尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図　示 図面番号 /

大日本ダイヤコンサルタント株式会社

数沢川橋(上り線)

P3橋脚(起点側) 支承取替工 構造図(その7)

東日本高速道路株式会社　関東支社

水戸管理事務所

数沢川橋(上り線) P3橋脚(起点側) 支承取替工 構造図(その7) S=1:50
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配 置 図

A1 P1 P2 P3 A2

F E⇒ H E⇒ M E⇒施工箇所 施工箇所 施工箇所

施工順①
支承取替

施工順②
ダンパー設置

施工順③
支承取替

施工順④
支承取替

施工順⑤
ダンパー設置

ステップ１（仮受工）

施工手順

仮受け支点部補強・ブラケット設置

上部工のイニシャル高さ確認

油圧ジャッキにて上部工荷重仮受け

ステップ２（既設支承撤去工）

施工手順

既設橋脚はつり

既設支承撤去

ステップ３（ベースプレート設置工）

施工手順

アンカーボルトとベースプレート設置

支承レベルの調整

ステップ４（支承取付工）

施工手順

支承本体・鋼製台座設置工

支承本体と鋼製台座の連結

ステップ５（仮受け完了）

施工手順

支承とベースプレートの溶接

油圧ジャッキダウン

油圧ジャッキ撤去

無収縮モルタル打設・養生

既設ソールプレートの撤去

支承取替の順番は、可動支承を全て免震支承に取り替えた後、 1.

固定支承の取替えを最後に実施する。

ジャッキアップ量は必要最小限にとどめることに留意し、3.

供用中のジャッキアップ量は3mm以下とする。

A - A

ジャッキ据え付け要領図

ジャッキアップの計画については仮受け支点左右の反力の4.

アンバランスが生じないよう、連動ジャッキの使用，ジャッキ

アップ量の計測，反力計測等を行う。

P1(終点側),P3(起点側)

上部工のイニシャル高さ確認

トラス補強工

ブラケット設置

既設支承撤去

アンカーボルト切断

既設橋脚はつり

支承本体設置

上部工のイニシャル高さ保持

支承とベースプレートの溶接

油圧ジャッキダウン・撤去

300t油圧ジャッキ

300t油圧ジャッキにて仮受け

無収縮モルタル打設・養生

+アンカーボルト設置
ベースプレート

ブラケット天端

ジャッキ設置・高さ調整

既設支承アンカーボルト切断

既設ソールプレート撤去

アンカー削孔・アンカーボルトの落とし込み

鋼製台座設置

注 記

ステップ６（制震構造取付工）

施工手順

ダンパー設置 

完了

ダンパー設置 

端支点の可動支承を取り替えた後、ダンパーを設置する。2.

A

A

常磐自動車道

田野高架橋耐震補強工事

図面の種類

縮      尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図　示 図面番号 /

大日本ダイヤコンサルタント株式会社

数沢川橋(上り線)

支承取替工 施工ステップ図(その1)(参考図)

東日本高速道路株式会社　関東支社

水戸管理事務所

数沢川橋(上り線) 支承取替工 施工ステップ図(その1）(参考図) S=1:75
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ステップ１（仮受工）

施工手順

仮受け支点部補強・ブラケット設置

上部工のイニシャル高さ確認

油圧ジャッキにて上部工荷重仮受け

ステップ２（既設支承撤去工）

ステップ３（ベースプレート設置工）

施工手順

既設橋脚はつり

既設支承撤去

既設ソールプレートの撤去

施工手順

アンカーボルトとベースプレート設置

支承レベルの調整

無収縮モルタル打設・養生

ステップ４（支承取付工）

施工手順

支承本体・鋼製台座設置工

支承本体と鋼製台座の連結

ステップ５（仮受け完了）

施工手順

支承とベースプレートの溶接

油圧ジャッキダウン

仮受けブラケット撤去

ブラケット天端

A - A

ジャッキ据え付け要領図

完了

P2橋脚部

500t油圧ジャッキにて仮受け

既設支承撤去

無収縮モルタル打設・養生

支承本体設置

支承とベースプレートの溶接

油圧ジャッキダウン・撤去

500t油圧ジャッキ

トラス補強工 トラス補強工

500t油圧ジャッキにて仮受け

アンカーボルト切断

ブラケット設置ブラケット設置

ベースプレート

油圧ジャッキダウン・撤去

支承取替の順番は、可動支承を全て免震支承に取り替えた後、 1.

固定支承の取替えを最後に実施する。

ジャッキアップ量は必要最小限にとどめることに留意し、3.

供用中のジャッキアップ量は3mm以下とする。

ジャッキアップの計画については仮受け支点左右の反力の4.

アンバランスが生じないよう、連動ジャッキの使用，ジャッキ

アップ量の計測，反力計測等を行う。

注 記

端支点の可動支承を取り替えた後、ダンパーを設置する。2.

既設ソールプレート撤去

既設支承アンカーボルト切断

鋼製台座設置

上部工のイニシャル高さ保持

＋アンカーボルト設置

油圧ジャッキ撤去

ブラケット撤去

A

A

配 置 図

A1 P1 P2 P3 A2

F E⇒ H E⇒ M E⇒施工箇所 施工箇所 施工箇所

施工順①
支承取替

施工順②
ダンパー設置

施工順③
支承取替

施工順④
支承取替

施工順⑤
ダンパー設置

常磐自動車道

田野高架橋耐震補強工事

図面の種類

縮      尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図　示 図面番号 /

大日本ダイヤコンサルタント株式会社

数沢川橋(上り線)

支承取替工 施工ステップ図(その2)(参考図)

東日本高速道路株式会社　関東支社

水戸管理事務所

数沢川橋(上り線) 支承取替工 施工ステップ図(その2）(参考図) S=1:75
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3. 現橋の調査・計測を元に構造物の形状を変更する場合は
   必要に応じて応力計算を行うこと。

   最終的に決めてから行うこと。
2. 鋼材の加工は現橋の調査・計測を行い構造物の形状を
1. 既設構造物の寸法は現地にて再計測の上施工を行うこと。
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田野高架橋耐震補強工事

図面の種類

縮      尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図　示 図面番号 /

大日本ダイヤコンサルタント株式会社

数沢川橋(上り線)

P1橋脚(終点側) 制震構造 構造図(その1)

東日本高速道路株式会社　関東支社

水戸管理事務所

数沢川橋(上り線) P1橋脚(終点側) 制震構造 構造図(その1) S=1:75
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3. 現橋の調査・計測を元に構造物の形状を変更する場合は
   必要に応じて応力計算を行うこと。

   最終的に決めてから行うこと。
2. 鋼材の加工は現橋の調査・計測を行い構造物の形状を
1. 既設構造物の寸法は現地にて再計測の上施工を行うこと。
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図面の種類

縮      尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図　示 図面番号 /

大日本ダイヤコンサルタント株式会社

数沢川橋(上り線)

P1橋脚(終点側) 制震構造 構造図(その2)

東日本高速道路株式会社　関東支社

水戸管理事務所

数沢川橋(上り線) P1橋脚(終点側) 制震構造 構造図(その2) S=1:75
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3. 現橋の調査・計測を元に構造物の形状を変更する場合は
   必要に応じて応力計算を行うこと。

   最終的に決めてから行うこと。
2. 鋼材の加工は現橋の調査・計測を行い構造物の形状を
1. 既設構造物の寸法は現地にて再計測の上施工を行うこと。

4. 特記なき材質は全てSM400Aとする。
5. 特記なきスカーラップは50Rとする。
6.　 印はMUTF M24(高力ワンサイドボルト)を示し、

 　ボルト孔は既設φ26.0 新設φ26.5とする。
7. ダンパー取付ボルトは、全て溶融亜鉛メッキとする。
   亜鉛の膜厚は、JIS H8641 HDZT49とする。
8.「F.P.」の表示のある個所は、完全溶込み溶接とする。

t=38
下弦材補強
ダンパー

t=38
下弦材補強
ダンパー
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常磐自動車道

田野高架橋耐震補強工事

図面の種類

縮      尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図　示 図面番号 /

大日本ダイヤコンサルタント株式会社

数沢川橋(上り線)

P1橋脚(終点側) 制震構造 構造図(その3)

東日本高速道路株式会社　関東支社

水戸管理事務所

数沢川橋(上り線) P1橋脚(終点側) 制震構造 構造図(その3) S=1:25
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3. 現橋の調査・計測を元に構造物の形状を変更する場合は
   必要に応じて応力計算を行うこと。

   最終的に決めてから行うこと。
2. 鋼材の加工は現橋の調査・計測を行い構造物の形状を
1. 既設構造物の寸法は現地にて再計測の上施工を行うこと。

4. 特記なき材質は全てSM400Aとする。
5. 特記なきスカーラップは50Rとする。
6. ダンパー取付ボルトは、全て溶融亜鉛メッキとする。
   亜鉛の膜厚は、JIS H8641 HDZT49とする。
7.「F.P.」の表示のある個所は、完全溶込み溶接とする。
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注2）部番項に□印の部品はめっきのこと。

常磐自動車道

田野高架橋耐震補強工事

図面の種類

縮      尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

1:25 図面番号 /

大日本ダイヤコンサルタント株式会社

数沢川橋(上り線)

P1橋脚(終点側) 制震構造 構造図(その4)

東日本高速道路株式会社　関東支社

水戸管理事務所

数沢川橋(上り線) P1橋脚(終点側) 制震構造 構造図(その4) S=1:25

制震ダンパー 2000kN(±200)
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1基当たり数量(製作数：1基)
鋼製ブラケット

 1-FLG  PL  595 x22 x1990

 1-BASE PL 1778 x30 x1990

 7-RIB  PL  550 x22 x1741

30-Nut  M48(1種)(SS400)
30-Nut  M48(3種)(SS400)
30-座金 M48(SS400)
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375 375

AGL側

シール材

ブラケット全周
シール材

ブラケット全周

2．特記なき材質は、全てSM400Aとする。
3．スカーラップは、50Rとする。

　 寸法を変更する場合は、必要に応じて応力計算を行うこと。
　 うえ行うものとする。
1．工場製作は、アンカーボルト削孔位置等、現場実測確認の

　 但しボルト・ナット類は、HDZT49とする。
5．アンカーボルトは、接着系アンカーとする。
　 ネジ切り部は、溶融亜鉛めっき仕上げとする。

注記）

4．部材は、全て溶融亜鉛めっき仕上げとする。
　 亜鉛の膜厚は、JIS H 8641 HDZT77とする。

6.「F.P.」の表示のある個所は、完全溶込み溶接とする。
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8. 鋼製ブラケット（下部工付）設置箇所は、チッピングを行うこと。
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8. 鋼製ブラケット（下部工付）設置箇所は、チッピングを行うこと
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3. 現橋の調査・計測を元に構造物の形状を変更する場合は
   必要に応じて応力計算を行うこと。

   最終的に決めてから行うこと。
2. 鋼材の加工は現橋の調査・計測を行い構造物の形状を
1. 既設構造物の寸法は現地にて再計測の上施工を行うこと。
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3. 現橋の調査・計測を元に構造物の形状を変更する場合は
   必要に応じて応力計算を行うこと。

   最終的に決めてから行うこと。
2. 鋼材の加工は現橋の調査・計測を行い構造物の形状を
1. 既設構造物の寸法は現地にて再計測の上施工を行うこと。
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3. 現橋の調査・計測を元に構造物の形状を変更する場合は
   必要に応じて応力計算を行うこと。

   最終的に決めてから行うこと。
2. 鋼材の加工は現橋の調査・計測を行い構造物の形状を
1. 既設構造物の寸法は現地にて再計測の上施工を行うこと。

4. 特記なき材質は全てSM400Aとする。
5. 特記なきスカーラップは50Rとする。
6.　 印はMUTF M24(高力ワンサイドボルト)を示し、

 　ボルト孔は既設φ26.0 新設φ26.5とする。
7. ダンパー取付ボルトは、全て溶融亜鉛メッキとする。
   亜鉛の膜厚は、JIS H8641 HDZT49とする。
8.「F.P.」の表示のある個所は、完全溶込み溶接とする。
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FILL PL

5205

t=14
下弦材補強
ダンパー

(隙間)

1

F.P 

"b"部詳細 S=1:15

2
0

2
2

20
側面補強材

ブラケット

ベース

常磐自動車道

田野高架橋耐震補強工事

図面の種類

縮      尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図　示 図面番号 /

大日本ダイヤコンサルタント株式会社

数沢川橋(上り線)

P3橋脚(起点側) 制震構造 構造図(その3)

東日本高速道路株式会社　関東支社

水戸管理事務所

数沢川橋(上り線) P3橋脚(起点側) 制震構造 構造図(その3) S=1:25
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注記）

3. 現橋の調査・計測を元に構造物の形状を変更する場合は
   必要に応じて応力計算を行うこと。

   最終的に決めてから行うこと。
2. 鋼材の加工は現橋の調査・計測を行い構造物の形状を
1. 既設構造物の寸法は現地にて再計測の上施工を行うこと。

4. 特記なき材質は全てSM400Aとする。
5. 特記なきスカーラップは50Rとする。
6. ダンパー取付ボルトは、全て溶融亜鉛メッキとする。
   亜鉛の膜厚は、JIS H8641 HDZT49とする。
7.「F.P.」の表示のある個所は、完全溶込み溶接とする。

H - H
175
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1875

4
40

2
09

22
2
09

14
1
95

14
1
95

722

678 22

2
09

22
2
09

14
1
95

14
1
95

埋戻し
15c溶接後

7

7

4
40

20
4
00

20

F.P. 

F.P 

60°10
60°

10

10
10

埋戻し
15c溶接後

F.P 

E - E
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14

22

20
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4
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2
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2
25

1
23
5

2
00

1
66
0

20

1
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0

10 450 10
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2
00

25

22
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22 39
(隙間)

1 2239
(隙間)

1

440

209 22 209

14 195 14

14 195 22 195 14

1
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5

4
45

15 63

25 38

1563

2538

22
4
15

20
20

25
3
90

1
00

1
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0

45

15 720 15

750

F.P F.P 

60°10
60°

10

10
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埋戻し
15c溶接後

F.P 

F - F
11

14
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4
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2
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2
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1
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3

2
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1
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8
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1
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8

10 450 10
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2
00
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22 39
(隙間)

1 2239
(隙間)

1
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1
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4
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15 63

2538
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2538
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4
15
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3
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1
00

1
08
8

45

15 720 15

750

8-φ36

F.P 

195 195

14 195 195 14

209 22 209

440

2
00

1
50

45
3
50

50

4
45

45

4
90

50 3x100=300 50

1440014

22
22

22

45
2
00

2
00

25

4
70

20

66

440

G - G

ダンパー規格表

仕                      様

減　　衰　　抵　　抗　　力

ス    ト    ロ    ー    ク

F

δ

kN500

六角ボルト  中　M33×150   8.8

六角ナット  中  M33        8（1種,3種）

9

クロロプレンゴム

7

9

6

10

六角ボルト

8

5

カラー

エンドプレート SS400

部品表　ダンパー1基分(制作数：2基)

備　考(kg)質量材　質部番 形　状 数量

本　　体

プレート

クレビス

ピン3

2

1

4

SM490A

　合　計　　　    　    　        (kg)603

1

2×1

2×2

本体に含む

六角ボルト・ナット 8

球面軸受け

8

STKM13A
SS400又は

mm±200

六角ボルト・ナット

JIS B 1180 JIS B 1181
（2-平座金）

スポンジ

有色クロメート

-

SM490A

S45C QT 2×1

2×2

2×2

2×2

4×2

2×1

409

194

本体に含む

本体に含む

本体に含む

本体に含む

本体に含む

有色クロメート

10

（2-平座金）

六角ボルト  中　M33×170   8.8

六角ナット  中  M33        8（1種,3種）

（2-平座金）

JIS B 1180 JIS B 1181
（2-平座金）

グリス塗布グリス塗布

12354

8

7

6

クレビス詳細図

68

175175

2225

1875 300

400

φ
2
42

1
00

4
00

1
00

50
1
00

40

50

44 44

8840

8-
φ
36
キ
リ

168

4-R15

109

（仮固定ボルト用）
 2×4-M16ネジ深15

*使用後、シール材充填のこと

P3橋脚(起点側) 制震ダンパー詳細 S=1:15

注1）部番項に○印の部品は塗装のこと。

注3）呼称のダンパー抵抗力（定格減衰力）が発揮される加振速度

     により、全数検査を実施し、品質確認を行うこと。

(参考図)

(参考図)

注2）部番項に□印の部品はめっきのこと。

常磐自動車道

田野高架橋耐震補強工事

図面の種類

縮      尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図　示 図面番号

大日本ダイヤコンサルタント株式会社

数沢川橋(上り線)

P3橋脚(起点側) 制震構造 構造図(その4)

東日本高速道路株式会社　関東支社

水戸管理事務所

数沢川橋(上り線) P3橋脚(起点側) 制震構造 構造図(その4) S=1:25

制震ダンパー 500kN(±200)
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1基当たり数量(製作数：2基)
鋼製ブラケット

 1-FLG  PL  595 x22 x1850

 1-BASE PL 1528 x30 x1850

 7-RIB  PL  550 x22 x1491

26-Nut  M48(1種)(SS400)
26-Nut  M48(3種)(SS400)
26-座金 M48(SS400)

 1-FLG  PL  340 x22 x1850

26-Anc  Bolt D51 x900(SD345)

 1-TOP  PL  420 x40 x 450(SM400B)

1850

925 925

A - A

22
1
49
1

15
22

175<225> 300<225> 300<325> 300 255<175>300<275> 220<325>

<
15
0>

1
25

3
00
<2
50
>

3
00

3
00

<
25
0>

2
25

3
00

B BD

F F

C C

E

D E

5
5
656
00

5
50

15

30

1850

925 925

3
00

3
00

14 22 278 22 278 22 1422298<278>22278 22 278 22 258<278>

(t=5mm)
樹脂パテ材ジャッキ位置 主構中心

A A

7

(
主
構
中
心
線
方
向
)

3
00

B - B

1850

C - C

(t=5mm)
樹脂パテ材

A A

5
3
403
75

3
25

15

30

8

925 925

14 22 278 22 278 22 1422298<278>22278 22 278 22 258<278>

3
25

15

7

1
55
0

7
00

8
50

22

2
00

2
00

5
00

6
50

5595

600

55015 30

(t=5mm)
樹脂パテ材

7
00

8
50

530340

32515

40

22
15

22

1
55
0

1
34
1

1
50

1
49
1

325225

325

400

4
00

50
3
00

50

2225
25

4
50

3
03

5
88

50
1
00 45

°

7

7

R5
0

2
00

2
00

5
00

6
50

530"a"

A

A

G

G

D - D

5595

600

55015 30

22
1
49
1

15
22

1
55
0

530340

32515

6
00

8
91

(t=5mm)
樹脂パテ材

A

A

E - E

400 1010

420 9090

5
30

1850

14 22 278 22 278 22 1422298<278>2222 258<278>278 22 278

153 125 125 153
4
00

1
75

3
25

40

 F.P.

 F.P.

A A

G G

埋戻し
15c溶接後

F - F

50
3
00

50

4
00

25
25

4
50

10 400 10

50 3x100=300 50

199 22 199

74 125 74125

420
14

22
1
78

22
1
78

39
1
39

1
39

39

14
22

9090

G - G

 F.P.

 F.P.

F.P. F.P. 

175

7

 6-RIB  PL  125 x22 x 325

7
50

8-φ36孔

26-53φ孔

375

シール材

ブラケット全周

< >内は、AGR桁を示す。

89
°
10
'3
5"

主構中心

4 3 2 1 2 3 4

60°10
10

60°10

89
°
10
'3
5"

H

H

2．特記なき材質は、全てSM400Aとする。
3．スカーラップは、50Rとする。

　 寸法を変更する場合は、必要に応じて応力計算を行うこと。
　 うえ行うものとする。
1．工場製作は、アンカーボルト削孔位置等、現場実測確認の

　 但しボルト・ナット類は、HDZT49とする。
5．アンカーボルトは、接着系アンカーとする。
　 ネジ切り部は、溶融亜鉛めっき仕上げとする。

注記）

4．部材は、全て溶融亜鉛めっき仕上げとする。
　 亜鉛の膜厚は、JIS H 8641 HDZT77とする。

6.「F.P.」の表示のある個所は、完全溶込み溶接とする。
7. リブとベースプレートの溶接は、A-Aに示す①～④の順序で行うこと。
　 リブ①は、ベースプレート溶接より前にダンパー取付用の
   トッププレートを溶接しておくこと。

5595

600

55015 30

22
1
49
1

15
22

1
55
0

6
00

8
91

(t=5mm)
樹脂パテ材

A

A

H - H

F.P. 

シール材

ブラケット全周

60°10
10

60°10

22
5
28

3
00

6
63

37

1
55
0

530205

325

15

375

120

345 205

 4-RING PL φ330x22

60°10
10

60°10
10

400 400

（主構中心線法線方向）

10 10

14
22 278 22 278 22

14
22298<278>22278 22 278 22 258<278>

125 125

8. 鋼製ブラケット（下部工付）設置箇所は、チッピングを行うこと。

765

アンカーボルト長 900

910

コンクリート削孔長 775

D
51

φ
61

10

5

8

293825

150

ネジ切り長

樹脂パテ材

M
48

30

平座金    M48

3種ナット M48

1種ナット M48

埋込長 15D = 765

アンカーボルト詳細 S=1:15

 接着剤注入
(エポキシ樹脂系)

(t=5mm)

150

(溶融亜鉛メッキ範囲)

ハンドホール詳細 S=1:15

15 φ150 15

75 φ180 75

φ330

7

φ
33
0

7
5

φ
18
0

7
5

1
5

φ
15
0

1
5

"a"部詳細 S=1:15
(ダンパー取付ボルト詳細)

平座金    M33

3種ナット M33

1種ナット M33

BOLT  M33x170

M
33

6
20

2628
44

640

170

常磐自動車道

田野高架橋耐震補強工事

図面の種類

縮      尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図　示 図面番号 /

大日本ダイヤコンサルタント株式会社

数沢川橋(上り線)

P3橋脚(起点側) 制震構造 構造図(その5)

東日本高速道路株式会社　関東支社

水戸管理事務所

数沢川橋(上り線) P3橋脚(起点側) 制震構造 構造図(その5) S=1:25

鋼製ブラケット詳細図
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既設L.Flg PL

F3

C5

F3

F11

K4

50

50

C5

F3

F3

J

J

K4

F3

C5

K1

J

C5

F3

F3

J

J

K4

J

J

K4

K4

K1 K1

K1

K1

F11

K4

一般部外面

高カボルト接触部および現場溶接部(熱影響部以外)(外面)

高カボルト頭部および現場溶接部(熱影響部)(外面)

高カボルト接触部(接触面)

新設部材接触面(ケレン1種)

境界部(外面)(ケレン4種)

区分

C5

F3

F11

J

K1

K4

既存塗膜

境界部(外面)塗膜除去工

鋼材

新設部材接触面(ケレン1種) 境界部(外面)(ケレン4種)

既存塗膜との境界部の処理

10mm

50mm

10mm 10mm

有機ジンクリッチペイント

変性エポキシ樹脂塗料下塗

ふっ素樹脂塗料用中塗 ふっ素樹脂塗料用上塗

新塗膜

落橋防止構造P

F11F11

F3

F3

50

50

K1

A

A

A - A

C5

F11

F11 F11

(鋼製台座)

J

J

K4K4

K1

F11

F11

部材幅W

W+100

部
材

長
L

L
+1
00

補強部材ボルト取付の素地調整範囲

上部工ブラケット

K1

上部工ブラケット

支承取替工

数沢川橋(上り線) 塗替塗装・塗膜除去工 塗分け区分図(その1) S=1:25

常磐自動車道

田野高架橋耐震補強工事

図面の種類

縮      尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図　示 図面番号 /

大日本ダイヤコンサルタント株式会社

数沢川橋(上り線)

東日本高速道路株式会社　関東支社

水戸管理事務所
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C5

下弦材補強
ダンパー

下弦材補強
ダンパー

C5

F3

J

K1
F11

F3

J

F11

F11F3

J

K1

K1

C5C5

F3

F11

J K1

F11F3

K1J

F11
F3

J

K1

K4

K4

既設下弦材

下弦材補強
ダンパー

BASE PL
ブラケット

ブラケット
上部工付

ブラケット
上部工付

既設下弦材

BASE PL
ブラケット

下弦材補強
ダンパー

A

A

A - A

制震構造

一般部外面

高カボルト接触部および現場溶接部(熱影響部以外)(外面)

高カボルト頭部および現場溶接部(熱影響部)(外面)

高カボルト接触部(接触面)

新設部材接触面(ケレン1種)

境界部(外面)(ケレン4種)

区分

C5

F3

F11

J

K1

K4

新規鉛直材

既設斜材

新規斜材

GUSS PL
新規

GUSS PL
新規

既設上弦材

GUSS PL
新規

GUSS PL
新規

GUSS PL
新規

JK補強材
新規

新規鉛直材

GUSS PL
新規

JK補強材
新規

既設下弦材

F3

F11

J

K1

C5
K4

F3

F11

J

K1

K4

C5

F11 F11

F11 F11

C5

C5 C5

C5 C5

C5 C5

C5C5

C5C5

C5C5

C5C5

C5

F3

F11

F3

F11

F3

J

F3

J

F11 F11

F3

F11

F3

F11

F3

J

F3

J

F3

F11

J

F3

F11

J

K1 K1

F11 F11

F3

F11

F3

F11

F3

J

F3

J

J

F3

F3

F11

F3

F11

K4 K4

K1 K1

F3

F11

J

K1

C5C5

C5 C5

K4 K4

K1

K4 K4

K4 K4

(ジャッキアップ補強)
支承取替工

数沢川橋(上り線) 塗替塗装・塗膜除去工 塗分け区分図(その2) S=1:25

常磐自動車道

田野高架橋耐震補強工事

図面の種類

縮      尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図　示 図面番号 /

大日本ダイヤコンサルタント株式会社

数沢川橋(上り線)

東日本高速道路株式会社　関東支社

水戸管理事務所
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塗装工程 塗料または素地調整程度
標準使用量

(g/m )3
標準膜厚

(μm)
塗装間隔

素地調整 Ｇ-a

プライマー 無機ジンクリッチプライマー

前処理

Ｇ-a

第1層
無機ジンクリッチペイント

ｽﾌﾟﾚｰ160

ミストコート
エポキシ樹脂塗料下塗りあるいは

厚膜形エポキシ樹脂塗料下塗り(120μm)

中塗り ふっ素樹脂塗料用中塗

上塗り ふっ素樹脂塗料上塗

一般部外面の塗装系

記号

C5

工場塗装

塗  装  仕  様

厚膜形エポキシ樹脂塗料下塗り(120μm)

-

-

ｽﾌﾟﾚｰ600

ｽﾌﾟﾚｰ540

ｽﾌﾟﾚｰ170

ｽﾌﾟﾚｰ140

ｽﾌﾟﾚｰ160

2hr以内

～6ヶ月

2hr以内

2～10日

1～10日

1～10日

1～10日

-

15

-

75

-

120

30

25

下塗り

第2層

下塗り

調整

2次素地

塗装工程 塗料または素地調整程度
標準使用量

(g/m )3
標準膜厚

(μm)
塗装間隔

素地調整 Ｇ-a

プライマー 無機ジンクリッチプライマー

前処理

Ｇ-a

第1層
無機ジンクリッチペイント

ｽﾌﾟﾚｰ160

ミストコート 変性エポキシ樹脂塗料下塗りあるいは

厚膜形変性エポキシ樹脂塗料下塗り(120μm)

中塗り ふっ素樹脂塗料用中塗

上塗り ふっ素樹脂塗料上塗

高カボルト接触部および現場溶接部(熱影響部以外)(外面)の塗装系

記号

F3

現場塗装

厚膜形変性エポキシ樹脂塗料下塗り(120μm)

-

-

2hr以内

～6ヶ月

2hr以内

2日～12ヶ月

1～10日
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数沢川橋(上り線) 塗替塗装・塗膜除去工 塗分け区分図(その3)

常磐自動車道

田野高架橋耐震補強工事

図面の種類

縮      尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

ー 図面番号 /

大日本ダイヤコンサルタント株式会社

数沢川橋(上り線)

東日本高速道路株式会社　関東支社

水戸管理事務所
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事務所名

1:500 図面番号 /

大日本ダイヤコンサルタント株式会社
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施工要領図(その1)(参考図)
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水戸管理事務所

数沢川橋(上り線) 施工要領図(その1)(参考図)
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数沢川橋(上り線) 施工要領図(その2)(参考図)
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図面の種類

縮      尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図 示 図面番号 /

大日本ダイヤコンサルタント株式会社

数沢川橋(上り線) A1橋台,P1橋脚

東日本高速道路株式会社　関東支社

水戸管理事務所

断 面 図

平 面 図

S=1:250

正 面 図

注記）

1.吊り元位置についても足場上の作業内容

  を踏まえて、事前に検討を行うこと。

2.交差道路や私有地等、第三者の出入りが

  想定される箇所から俯角75°の範囲に

  入る吊足場は安全ネットを使用すること。
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ジャッキアップ補強用

吊足場

▼
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ジャッキアップ補強

支承取替工

制震ダンパー

鋼製ブラケット

落橋防止構造

7005000

占用

4000750

ラフタークレーン4.9t吊

10450

ジャッキアップ補強用

吊足場

当て板補強,落橋防止構造用,支承取替え用

吊足場

単位(t)

4.90 4.90 4.00

4.90 4.90 4.00

4.90 4.90 4.00

4.90 4.50 4.00

4.55 4.20 3.75

4.05 3.80 3.40

3.70 3.45 3.05

3.35 3.15 2.80

3.05 2.90 2.55

2.65 2.35

2.25 2.00

4.5

7.0

8.0

3.9

4.2

5.0

5.5

6.0

6.5

作業半径(m)

3.0

3.5

  ラフタークレーン4.9t吊定格荷重

アウトリガ最大張出（4.5m）

ブーム長さ(m)
8.3 11.6 14.9

吊荷重

　W1＝部材　＝3.90t

　W2＝フック＝0.07t

　　　　　 W＝3.97t

数沢川橋(上り線) A1橋台,P1橋脚 支承まわり 施工要領図(参考図)

常磐自動車道

田野高架橋耐震補強工事

図面の種類

縮      尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図 示 図面番号 /

大日本ダイヤコンサルタント株式会社

数沢川橋(上り線) A1橋台,P1橋脚

東日本高速道路株式会社　関東支社

水戸管理事務所

S=1:250

平 面 図 S=1:250

正 面 図 S=1:200

注記）

1.吊り元位置についても足場上の作業内容

  を踏まえて、事前に検討を行うこと。

2.交差道路や私有地等、第三者の出入りが

  想定される箇所から俯角75°の範囲に

  入る吊足場は安全ネットを使用すること。
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ジャッキアップ補強
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ジャッキアップ補強

支承取替工

吊足場（防護型）

10450

750 4000 7005000

占用

ラフタークレーン4.9t吊

4500

吊足場（防護型）

最下段吊足場（防護型）

安全ネット

吊荷重

　W1＝部材　＝3.70t

　W2＝フック＝0.14t

　　　　　 W＝3.84t

単位(t)

4.90 4.90 4.90

4.90 4.90 4.90

4.90 4.90

4.90 4.50

4.55 4.20

4.05 3.80

3.70 3.45

3.35 3.15

3.05 2.90

2.65

2.25

4.5

7.0

8.0

3.9

4.2

5.0

5.5

6.0

6.5

作業半径(m)

3.0

3.5

ラフタークレーン4.9t吊定格荷重

アウトリガ最大張出（4.5m）

ブーム長さ(m)
5.5 8.3 11.6

数沢川橋(上り線) P2橋脚 支承まわり 施工要領図(参考図)

常磐自動車道

田野高架橋耐震補強工事

図面の種類

縮      尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図 示 図面番号 /

大日本ダイヤコンサルタント株式会社

数沢川橋(上り線) P2橋脚

支承まわり 施工要領図(参考図)

東日本高速道路株式会社　関東支社

水戸管理事務所

S=1:250

平 面 図 正 面 図

注記）

1.吊り元位置についても足場上の作業内容

  を踏まえて、事前に検討を行うこと。

2.交差道路や私有地等、第三者の出入りが

  想定される箇所から俯角75°の範囲に

  入る吊足場は安全ネットを使用すること。
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落橋防止構造

制震ダンパー

縁端拡幅構造

支承取替工

落橋防止構造

ジャッキアップ補強

鋼製ブラケット

当て板補強（下弦材） 

（ダンパー補強）

吊足場

ジャッキアップ補強用

吊足場

当て板補強,落橋防止構造用,支承取替え用

吊足場
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落橋防止構造

制震ダンパー

ジャッキアップ補強用

吊足場

当て板補強,落橋防止構造用,支承取替え用

吊足場

10450

750 4000 7005000
占用

ラフタークレーン4.9t吊

単位(t)

4.90 4.90 4.00

4.90 4.90 4.00

4.90 4.90 4.00

4.90 4.50 4.00

4.55 4.20 3.75

4.05 3.80 3.40

3.70 3.45 3.05

3.35 3.15 2.80

3.05 2.90 2.55

2.65 2.35

2.25 2.00

4.5

7.0

8.0

3.9

4.2

5.0

5.5

6.0

6.5

作業半径(m)

3.0

3.5

  ラフタークレーン4.9t吊定格荷重

アウトリガ最大張出（4.5m）

ブーム長さ(m)
8.3 11.6 14.9

吊荷重

　W1＝部材　＝2.50t

　W2＝フック＝0.07t

　　　　　 W＝2.57t

数沢川橋(上り線) P3橋脚,A2橋台 支承まわり 施工要領図(参考図)

常磐自動車道

田野高架橋耐震補強工事

図面の種類

縮      尺

設計会社名

施工会社名

事務所名

図 示 図面番号 /

大日本ダイヤコンサルタント株式会社

数沢川橋(上り線) P3橋脚,A2橋台

支承まわり 施工要領図(参考図)

東日本高速道路株式会社　関東支社

水戸管理事務所

S=1:250

断 面 図

平 面 図

注記）

1.吊り元位置についても足場上の作業内容

  を踏まえて、事前に検討を行うこと。

2.交差道路や私有地等、第三者の出入りが

  想定される箇所から俯角75°の範囲に

  入る吊足場は安全ネットを使用すること。
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平面図 116.6KP-117.4KP

― 図面番号

事務所名

縮    尺

図面の種類

設計会社名

施工会社名

電源・通信ｹｰﾌﾞﾙ（その1）（参考図）

数沢川橋（上り線）

数沢川橋(上り線) 電源・通信ケーブル（その1）（参考図）

東日本高速道路株式会社　関東支社 

水戸管理事務所

常磐自動車道

田野高架橋耐震補強工事
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平面図 117.4KP-118.2KP

― 図面番号

事務所名

縮    尺

図面の種類

設計会社名

施工会社名

東日本高速道路株式会社　関東支社 

水戸管理事務所

常磐自動車道

田野高架橋耐震補強工事

数沢川橋(上り線) 電源・通信ケーブル（その2）（参考図）

電源・通信ｹｰﾌﾞﾙ（その2）（参考図）

数沢川橋（上り線）
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